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１８．感染症疫学センター

センター長  大石 和徳

概 要

感染症疫学センター（IDSC）は感染症の予防及び感染症

の患者に対する医療に関する法律（感染症法）で定められた

国のサーベイランス事業の中で中央感染症情報センターとし

て位置づけられ、感染症法対象疾患を中心にしたサーベイ

ランスを実施している。ワクチンで予防できる疾患に対する血

清疫学サーベイランスは、予防接種法に基づく感染症流行

予測調査（NESVPD）の中で行っている。これらの情報は

IDSC ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.nih.go.jp/niid/ja/from-idsc.html）、感染症サー

ベイ ラン スシ ス テム （ NESID ） 、 病原 微 生 物検 出 情報

（IASR）、感染症週報（IDWR）などで、情報還元、提供を行

っている。

感染症集団発生時の対応は実地疫学調査が重要である。

IDSC では国内外の感染症アウトブレイクに対応する人材育

成として実地疫学専門家養成コース（FETP）を実施しており、

平成 30 年度には 20 期生を迎えた。このほか、病原微生物診

断法の開発、細菌・ウイルス検査の技術向上を支援している。

IDSC 第一室～第六室の概要は以下のとおりである。

第一室（感染症対策計画室：松井珠乃室長）

感染症対策における技術的な対応として、国内や国外に

おける公衆衛生学的インパクトの強い感染症流行の早期探

知とそのリスク評価、感染症対策のための計画立案と関係機

関への技術的な支援、新興感染症対策、FETP 養成、国内

外における感染症アウトブレイクを含む健康危機事例への対

応を行っている。

第二室（感染症情報室：砂川富正室長）

感染症法のもとで実施されている患者や病原体に関する

感染症発生動向調査データの収集・分析、及びその結果の

還元と提供を行っている。IDWR、IASR の発行は当室の重

要業務である。情報解析や還元方法の研究、サーベイランス

システム評価およびシステム改善、メディアとのコミュニケー

ション等も、当室の主なテーマである。

第三室（予防接種室：多屋馨子室長）

感染症流行予測調査事業として実施している血清疫学調

査（感受性調査：平成 25 年度から予防接種法に基づく事業

として位置づけられた）並びに感染源調査の立案と実施、現

行予防接種の効果と副反応に関するモニタリング、これらの

結果公表と一般への情報提供、予防接種対象疾患が感染

症として人に与える影響に関する調査研究、及び今後の我

が国における予防接種の有効性・安全性に関する総合的研

究を行っている。また、所の業務である国内血清銀行の管理

運営を行っている。麻疹・風疹排除（ Measles & Rubella 

Elimination）に向けた取り組みは国内外で重要な課題である。

2015 年 3 月 27 日に WHO 西太平洋地域事務局（Western 

Pacific Regional Office：WPRO）から排除状態が認定された

麻疹については排除状態の維持を、また、風疹については、

2020 年度までの排除に向けた調査研究・啓発について、第

一・二室と合同で行っている。その他、予防接種で予防可能

な疾患のアウトブレイク時の対応、対策に資する研究につい

て第一・二室と合同で行っている。

第四室（病原診断室：藤本嗣人室長）

他の部の所管に属さない病原体に関すると思われる原因

不明疾患の検査、レファレンス、病原診断のための方法の開

発を行っている。全国衛生微生物技術協議会のアデノウイ

ルスレファレンスセンターを担当している。地方衛生研究所

等からの依頼による行政依頼検査も実施している。IDSC 第

一・二・三室やウイルス第二部、感染病理部等と連携しなが

ら病原体診断に関した研究を進めている。

第五室（細菌研修室：村上光一室長）

細菌性感染症の検査に関する情報収集、依頼検体の検

査、結果解析、及びこれらから得られた情報の提供を行って

いる。また、国内外の検査・研究機関と連携して検査技術の

向上や標準化を行っている。地方自治体等の公的検査・研
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究機関に対しては、公衆衛生分野に所属する職員を対象に

細菌検査の技術向上および最新の検査法の技術習得を目

的として、技術研修会を企画立案し、遂行している。更には、

新興・再興感染症に関する新規検査法の開発なども行って

いる。

第六室（ウイルス研修室：岡本貴世子室長）

第六室においてはウイルス性疾患の検査に関する情報の

収集・解析、情報提供を行っている。国内外の関連機関と連

携し、公衆衛生におけるウイルス検査の技術向上・標準化等

を支援している。また、公衆衛生に携わる公的機関の職員を

対象にウイルス検査等に関する講習の立案・遂行および病

原体新規検査法の開発等を行っている。さらに、新規ウイル

スゲノム検出法の開発および実用化に関する研究を行って

いる。
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業績

調査・研究

I. 感染症サーベイランスに関する研究

1. サーベイランスシステムの改善に関する研究

平成 30 年度厚生労働科学研究「マスギャザリング時や新

興・再興感染症の発生に備えた感染症サーベイランスの強

化とリスクアセスメントに関する研究」（研究代表者 松井珠乃）

を組織し、感染症発生動向調査の評価と改善、感染症発生

動向調査データの利用の促進、マスギャザリング時や新興・

再興感染症発生への備えについて検討を行った。

平成 30 年度には、当研究班での検討結果に基づき、感

染症部会での議論を経て、疑似症サーベイランスの改変が

実施され、原因不明重症感染症の把握を感染症法のもとで

行うことが可能となった。これは、マスギャザリング時や新興

感染症発生への備えとなることが期待される。また、東京オリ

ンピック・パラリンピック競技大会において求められる感染症

サーベイランス体制の検討を行い、これは、平成 30 年度の

感染症部会における検討資料となった。

2019 年 G20 大阪サミットに向けてのリスク評価を実施し、

強化サーベイランス体制の構築に関して当該自治体に対し

て技術的協力を行った。

［松井珠乃、砂川富正、齊藤剛仁、高橋琢理、土橋酉紀、有

馬雄三、島田智恵、福住宗久、他所外分担研究者］

2. 感染症発生動向調査に基づく注意報・警報システム及

び全国罹患数推計に関する研究

平成 30 年度厚生労働科学研究「マスギャザリング時や新

興・再興感染症の発生に備えた感染症サーベイランスの強

化とリスクアセスメントに関する研究」（研究代表者 松井珠乃）

の協力研究として、定点報告疾患の、警報・注意報の設定、

罹患数の推計、インフルエンザの型別罹患数の推計、補助

変量を用いた罹患数推計等について検討した。補助変量を

用いた罹患数推計は、平成 29 年度に実施されたシステム改

変において導入がなされ、2018/19 年のインフルエンザシー

ズンから NESID のシステム上で稼働している。

［松井珠乃、砂川富正、高橋琢理、土橋酉紀、有馬雄三；村

上義孝（東邦大学）、永井正規（桐生大学）、太田晶子（埼玉

医科大学）、橋本修二、川戸美由紀（藤田保健衛生大学）］

3. 「今冬のインフルエンザ」のまとめ

2017－18 シーズンについても前 3 シーズンと同様に「今冬

のインフルエンザ」をインフルエンザウイルス研究センター及

び厚生労働省健康局結核感染症課と共にまとめて、当所ホ

ームページ上に公開した。

［砂川富正、高橋琢理、有馬雄三、土橋酉紀、加納和彦、

多屋馨子、佐藤弘、松井珠乃、大日康史、菅原民枝、山岸

拓也、大石和徳；小田切孝人、渡邉真治（インフルエンザウ

イルス研究センター）、宮川昭二、磯貝達裕、木村優一（厚

生労働省）］

4. 中央感染症情報センターの視点からの感染症サーベ

イランスの評価と改善に関する調査に基づくシステム更

改の提案

感 染 症 サ ー ベ イ ラ ン ス シ ス テ ム （ NESID: National 

Epidemiological Surveillance of Infectious Diseases）の改善

につなげることを目的に、全国の地方衛生研究所や保健所

からの、NESID に関する改善要望等に関する情報収集や過

去のアンケート調査の結果を総合する作業を行い厚生労働

省等との協議を継続した。平成 28 年 4 月の改正感染症法施

行に基づく変更として実施されるようになった指定提出機関

からのインフルエンザ病原体サーベイランスについて、その

実施状況に関する聞き取り及び質問紙による調査を行った。

それらの暫定結果については平成 30 年度の衛生微生物協

議会・検査情報委員会報告として還元した。平成 30 年 12 月

13 日に厚生労働省第 1 回中央感染症発生動向調査委員会

が開催され、感染症発生動向調査の課題等が討議された。

感染症疫学センターは本委員会庶務を担当した。

［砂川富正、高橋琢理、齊藤剛仁、土橋酉紀、加納和彦、有

馬雄三、赤塚昌江、高原理、加藤信子、徳永真里子、大石

和徳］

5. 感染症発生動向調査におけるデータの質管理ガイドラ

インの改定

感染症発生動向調査におけるデータの質管理のための

地方感染症情報センター向けガイドライン（2015 年 3 月版）

を改定するための旧版以降の新規疾患の追加、届出票変更

などを整理した。改定したガイドラインは次年度以降、印刷の

うえ、自治体衛生主管部等に配布、また、PDF ファイルは地

方衛生研究所ネットワークのホームページ上に掲載、NESID
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システム内マニュアル・FAQ ページへの掲載を行う予定であ

る。

［松井珠乃、砂川富正、有馬雄三、加納和彦、齊藤剛仁、土

橋酉紀、島田智恵、高橋琢理］

6. サーベイランスのシステム評価

平成 30 年度厚生労働科学研究「マスギャザリング時や新

興・再興感染症の発生に備えた感染症サーベイランスの強

化とリスクアセスメントに関する研究」（研究代表者 松井珠乃）

において、サーベイランスのシステム評価のガイダンスを更新

した（Guidance for Surveillance Evaluation）。このガイダンス

に基づき、FETP20 期が、第二室の担当者の助言も得ながら、

オウム病、VRE、風疹、侵襲性インフルエンザ菌感染症につ

いて、感染症発生動向調査のシステム評価を実施した。

［Matthew Griffith（協力研究員）、渡邊愛可（協力研究員）、

砂川富正、高橋琢理、土橋酉紀、他 FETP 関係者一同］

7. 学校等欠席者・感染症情報システムへの技術的支援

国立感染症研究所と公益財団法人日本学校保健会間の

共同研究契約の下に、学校等欠席者・感染症情報システム

運営委員会の決定事項に基づき、技術的な研究協力を行な

った。

平成 30 年度厚生労働科学研究「マスギャザリング時や新

興・再興感染症の発生に備えた感染症サーベイランスの強

化とリスクアセスメントに関する研究」（研究代表者 松井珠乃）

の枠組みの中で、GIS を用いて新潟市において学校等欠席

者・感染症情報システムから得られた各学校のインフルエン

ザによる欠席者とインフルエンザ定点から得られたインフル

エンザ患者数の比較を行った。データの可視化に関する技

術的検討を行った。

「平成 30 年度学校等欠席者・感染症情報システム研修会」

を公益財団法人日本学校保健会と共催し、資料作成、実技

指導等、技術的協力を行った。

［松井珠乃、椎野禎一郎、宮間浩史、大石和徳、所外分担

研究者］

8. 有志医師によるインフルエンザデータベース（DB）の運

用

2000 年から継続して実施している ML インフルエンザ前線

情報 DB の運用を、平成 30 年度厚生労働科学研究「マスギ

ャザリング時や新興・再興感染症の発生に備えた感染症サ

ーベイランスの強化とリスクアセスメントに関する研究」（研究

代表者 松井珠乃）において、今年度も行い、報告数と感染

症週報（IDWR）との比較検討を継続して行っている。

［砂川富正、松井珠乃、有馬雄三；西藤なるを（西藤こどもク

リニック）］

9. IHR に準拠したアウトブレイク関連情報のリスク評価と

対応に関する研究

感染症サーベイランスデータ等の公式情報、メディア情報

等の非公式情報など、様々な感染症アウトブレイク関連情報

を収集し、系統的に分析、国際保健規則（IHR）のリスク評価

基準に基づきリスク評価を行っている。鳥インフルエンザ、黄

熱等についてリスク評価を実施し、ウエブサイトにおいてその

結果を適時に公表している。

平成 30 年度厚生労働科学研究「マスギャザリング時や新

興・再興感染症の発生に備えた感染症サーベイランスの強

化とリスクアセスメントに関する研究」（研究代表者 松井珠乃）

において、在外医務官・領事向けに、急性の感染症事例に

対応するためのリスク評価と在留邦人・邦人渡航者への対応

表を作成した。

［FETP 一同、島田智恵、八幡裕一郎、神谷元、松井珠乃、

有馬雄三、砂川富正、大石和徳］

10. 全数報告に移行した百日咳サーベイランスに関する研

究

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予防

接種政策推進研究事業）「百日咳とインフルエンザの患者情

報及び検査診断の連携強化による感染症対策の推進に資

する疫学手法の確立のための研究」班（代表：神谷元）にお

いて 2018 年 1 月 1 日より小児科定点から検査診断に基づい

た全数報告へ移行した百日咳サーベイランスを評価し、サー

ベイランスに報告される基準などを統一し、より質の高いサー

ベイランスの実施を行うために「感染症法に基づく医師届出

ガイドライン（初版）－百日咳－」を提示した。また、届け出ら

れたデータに基づき情報を整理し国内の百日咳に関する問

題点を整理するとともに、最も重症化のリスクがある 6 か月未

満の症例に対しては全例問い合わせを実施し正確なリスクの

把握を行った。なおこれらのまとめは第 8 回厚生科学審議会

(予防接種・ワクチン分科会 予防接種基本方針部会 ワクチ



感染症疫学センター

5

ン評価に関する小委員会)にて報告している。

［砂川富正、多屋馨子、高橋琢理、有馬雄三、神谷元、大石

和徳；上月愛留、竹田飛鳥（FETP）；蒲地一成、大塚菜緒

（細菌第二部）］

11. インフルエンザの患者情報・病原体情報を一体視した

サーベイランスシステムの評価に関する研究

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予防

接種政策推進研究事業）「百日咳とインフルエンザの患者情

報及び検査診断の連携強化による感染症対策の推進に資

する疫学手法の確立のための研究」班（代表：神谷元）にお

いて検査診断を中心としたインフルエンザ・サーベイランスシ

ステムの定量的な評価の手法の確立と病原体サーベイラン

スにおけるインフルエンザ様疾患の情報の評価を目的として、

沖縄県宮古島市において医療機関、保健所、並びに沖縄

衛研と共同で島全体の情報収集を実施した。現在引き続き

情報取集を継続中である。

［砂川富正、松井佑亮、土橋酉紀、神谷元］

II. パンデミック、バイオテロ、公衆衛生対策に関する研究

1. 新型インフルエンザのパンデミック対策に関する研究：

新型インフルエンザ発生時のリスク評価フレームワーク

と PISA〈Pandemic Influenza Severity Assessment〉プ

ロジェクト

2013 年の Pandemic influenza risk management の暫定的

なガイダンスでは、各国に、「感染性（transmissibility）、疾患

の重篤性（seriousness of disease）、（公衆衛生上の）インパク

ト（impact）の三要素からなる pandemic severity（パンデミック

の深刻さ）」の評価を行い、対応を決定するように求めている。

こ れ に 基 づ き 、 WHO に よ り PISA （ Pandemic Influenza 

Severity Assessment）プロジェクトが組織され、日本からもデ

ータの解析と提供を行っている。また、スペインとの基本合意

書（ Memorandum of understanding ：MOU を 結んでいる

Moving Epidemic Method（MEM 手法）においても、暫定的

な結果を 得た。また、 WHO 本部の Pandemic Influenza 

Severity Assessment （PISA）会議に参加し、陽性率の重要

性と Composite アプローチの有用性が他国においても示唆さ

れている事が分かった。これらの所見は、今後我が国の新型

インフルエンザのパンデミック対策には参考になる事が期待

される。ただし、これらの閾値の算出においては、過去のデ

ータに基づく為、今後補助変量を用いた罹患数推計を使用

する場合には、閾値設定の再検討が必要となる。

また、米国 CDC の世界インフルエンザバーデン推定研究

に参加し、日本のデータを提供し、算出方法、結果の妥当性

について議論を交わし作業に協力した。

［有馬雄三、新城雄士、高橋琢理、土橋酉紀、砂川富正、松

井珠乃、大石和徳］

2. 妊婦に対するジカウイルス感染症の診療体制

「蚊媒介感染症の診療ガイドライン」を最新の知見を反映

させ第 5 版を作成した。ジカウイルス感染症が疑われる妊婦

に関しては、同ガイドラインの「ジカウイルス感染症の検査の

対象となりうる妊婦」の基準を満たす患者に対して行政検査

を実施しているが、実際には、この基準を満さないが、公衆

衛生学的な観点から、検査を実施すべき妊婦が想定される。

このような妊婦を対象として、AMED「母子感染に対する母子

保健体制構築と医療開発技術のための研究」（研究代表者

藤井知行）において、妊婦のジカウイルス感染症の診療体制

を構築したところであるが、感染研が窓口となり、産科医から、

診療中の妊婦におけるジカウイルス感染症の可能性や、検

査の適応について、メールによるコンサルトを受付けている。

［島田智恵、松井珠乃、大石和徳］

3. 新興・再興感染症の体制の脆弱性評価

平成 30 年度厚生労働科学研究「新興・再興感染症のリス

ク評価と危機管理機能の確保に関する研究」（研究代表者

齋藤智也）において健康危機管理対応のコアキャパシティ構

築という観点から疫学調査での国と自治体の連携を強化す

る方策として、実地疫学専門家養成コース（FETP）の評価を

実施した。また、FETP 生の研修終了後の業務実態調査を行

い、自治体からの FETP 派遣促進のための新たなコース設定

と研修修了後のキャリアパス支援策を提示した。さらに、派遣

促進のための資料として、研修内容や派遣依頼を案内したリ

ーフレットを作成し、公開した。

［松井珠乃、神谷元］

4. 2018 平昌オリンピック・パラリンピックにおけるイベントベ

ースサーベイランスとリスク評価

2018 年 2-3 月開催の平昌オリンピック・パラリンピックに関し、

日本人選手や渡航者、日本国民の健康に影響を与えうる国
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内外の事例をスクリーニングし、リスク評価を行った。このプロ

セスを紹介する記事を WPSAR で報告した。

［小林祐介、錦信吾、松井佑亮（FETP）、福住宗久、山岸拓

也、松井珠乃、大石和徳］

III. 感染症の疫学、統計等に関する研究

1. インフルエンザ関連死亡迅速把握に関する研究

21 大都市から提供されるインフルエンザ関連死亡（インフ

ルエンザ及び肺炎死亡）数を用い、「感染研モデル」と同種

の超過死亡推定モデルを適用し、都市毎の週単位の超過死

亡を推定し、迅速な情報還元を行った。

［大日康史、菅原民枝、厚生労働省健康局結核感染症課、

20 大都市・特別区衛生主幹部局］

2. インフルエンザ様疾患罹患時の異常行動に関する研

究

インフルエンザ様疾患罹患時に見られる異常行動につい

て、重度、軽度にわけ前向きの実態把握を行い、安全性調

査委員会に情報提供した。

［岡部信彦（川崎市衛生研究所）、大日康史、菅原民枝］

3. 広域食中毒事例調査における複数の情報源による調

査表の集約の研究

平成 30 年度厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確

保推進研究事業）「食品由来が疑われる有症事案に係る調

査（食中毒調査）の迅速化・高度化に関する研究」（研究代

表者 大西真）により、国内で発生した広域食中毒事例にお

ける自治体の調査結果を集約するための知見の整理及びシ

ステム化に当たっての事前調査と設計を行った。次年度はこ

れらの結果をもとに複数調査結果集約システムの実装を行

う。

［砂川富正、加納和彦、高橋琢理、齊藤剛仁、高原理、有馬

雄三；大西真（細菌第一部）］

4. 感染症疫学情報の解析・評価に関する研究

特定の感染症を患者発生情報と病原体情報の両面から

総合的解析を行った。本年度中に「病原微生物検出情報」

特集記事として掲載されたテーマは、2018 年 4 月号：麻疹、5

月号：腸管出血性大腸菌感染症、6 月号：無菌性髄膜炎、7

月号：肺炎球菌感染症、8 月号：水痘・帯状疱疹、9 月号：

HIV/AIDS、10 月号：マラリア、11 月号：インフルエンザ、12

月号：RS ウイルス感染症、2019 年 1 月号：百日咳、2 月号：

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症、3 月号：エキノコ

ックス症である。

［土橋酉紀、赤塚昌江、高原理、徳永真里子、砂川富正、齊

藤剛仁、高橋琢理、有馬雄三、駒瀬勝啓、椎野禎一郎、加

納和彦、加藤信子、多屋馨子、新井智、佐藤弘、神谷元、松

井珠乃、藤本嗣人、村上光一、岡本貴世子、大石和徳；伊

豫田淳（細菌第一部）、柴山恵吾、加藤はる（細菌第二部）、

西條政幸、安藤秀二、林昌宏（ウイルス第一部）、清水博之

（ウイルス第二部）、竹田誠、森嘉生（ウイルス第三部）、小田

切孝人、渡邉真治、影山努、（インフルエンザウイルス研究セ

ンター）、澤邉京子 （昆虫医科学部）、杉山広、森嶋康之、

山﨑浩（寄生動物部）、今岡浩一、森川茂（獣医科学部）、長

谷川秀樹（感染病理部）、宮﨑義継（真菌部）、俣野哲朗（エ

イズ研究センター）、阿戸学（感染制御部）、黒田誠（病原体

ゲノム解析研究センター）、熊谷優子（国際協力室）、大澤英

司（企画調整主幹）、脇田隆字（所長）、大西真（副所長）、吉

倉廣（前所長）、山下和予（元感染症情報センター）、内村和

広、御手洗聡（結核研究所）、磯貝達裕（厚生労働省）

（IASR 委員+特集担当者）］

5. 性感染症に関する疫学研究

平成 30 年度厚生労働科学研究「性感染症に関する特定

感染症予防指針に基づく対策の推進に関する研究」（研究

代表者 三鴨廣繁）の一環として、感染症法に基づきサーベ

イランスが実施されている性器クラミジア感染症（定点把握）

の発生動向について、昨年度までに続き、近年の報告届に

基づく発生動向を解析し、20 代前半男女のクラミジア感染症

の定点当たり報告数の増加を認めた。また、梅毒に関して近

年の異性間性的接触による報告数の増加について、IDWR

「注目すべき感染症」、IASR、当所ホームページ、学会等で

広く情報発信を行い、厚生労働省や関連学会と連携し、情

報提供・啓発を行った。また、「梅毒感染リスクと報告数の増

加の原因分析と効果的な介入手法に関する研究」の一環と

して、「異性間性的接触による梅毒感染リスクに関する研究」

の症例対照研究を 2017 年に実施し、梅毒罹患のリスクに関

する具体的な情報が得られたため、米国 ID week で発表した。

更に、先天梅毒児の臨床像・治療実態および児の親の梅毒

感染・治療に関連する背景を明らかにする研究においては、
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2017 年に終了し、IASR、感染研の一般公開、学会等で広く

結果の情報発信を行った。これらの研究結果は、我が国に

於ける梅毒の対応と対策に関してエビデンスに基づく有用な

情報となっている。

［藤倉裕之（FETP）、高橋琢理、加納和彦、有馬雄三、山岸

拓也、砂川富正、大石和徳（当センター）、大西真、錦信吾

（細菌第一部）、金井瑞恵（大阪市保健所）］

6. 国内感染者集団の大規模塩基配列データに見出される

HIV 集団の遺伝的変異に関する研究

日本国内感染者の薬剤耐性データベースに集められた

HIV-1 の塩基配列を分子進化学的手法で解析し、わが国に

おける HIV-1 感染の動態を明らかにすることを目的としてい

る。日本 HIV 薬剤耐性サーベイランスグループによって採取

された検体情報を対象に、塩基配列データからの疫学・進化

過程の推定を基にさまざまな解析を行っている。2002 年〜

2012 年 の 初 診 時 に 採 取 さ れ た 検 体 （ 8551 検 体 ） の

Protease-RT 領域（HXB2:253-3269）の全塩基が解析可能な

配列（全 5018 配列）のうちサブタイプ B と同定された 4398

検体に 312 個の感染クラスタを見出した。これらの感染クラス

タデータを、個々のウイルス遺伝子配列とともにデータベース

化し、このデータベースを、任意の配列を入力することで検

索、問い合わせ配列の所属する国内感染クラスタとそこから

計算できるネットワーク指標を迅速に出力する Web システム

（Search Program for HIV Nationwide Cluster by Sequence 

“SPHNCS”）を、国立感染症研究所に設置した研究班デー

タベースの統合解析サーバ上に構築した。このインターフェ

ースに、2012～2016 に薬剤耐性ネットワークを通じで採取さ

れた国内新規感染者由来のウイルス遺伝子配列を入力した

ところ、大きなクラスタの大半で 2013 年以降に新規感染者が

減少していることがわかった。一方で、2012 年までは単独例

であった症例から、新たにクラスタが作られていること、そのう

ちのいくつかは 10 名以上の感染者が発見されるなど、急速

に成長していることがわかった。これらの事実は、我が国の

HIV 感染が、感染者の早期治療で主要なリスク集団におい

ては抑制されつつあると同時に、従来の対策では検出しにく

い隠れた集団での伝播が抑制できていないことを示してい

る。

［椎野禎一郎］

7. 成人インフルエンザ脳症の疫学に関する全国調査

平成 30 年度厚生労働科学研究「感染症実用化研究事業

「新型インフルエンザ等への対応に関する研究」（研究代表

者 森島恒雄、研究分担者 亀井聡）の研究協力者として、

感染研での倫理承認後、感染症発生動向調査に基づいて

届け出られた 16 歳以上のインフルエンザ脳症の症例を対象

に、全国調査（一次調査、二次調査）を行った結果について、

日本大学での全国調査とあわせて集計･解析を行い、論文

化を行った。

［多屋馨子、大石和徳（当センター）、奥野英雄（大阪大学）、

亀井聡、森田昭彦（日本大学医学部神経内科）、森島恒雄

（愛知医科大学）］

8. 急性脳炎・急性弛緩性麻痺の原因究明に関する研究

平成 30 年度厚生労働科学研究「エンテロウイルス等感染

症を含む急性弛緩性麻痺・急性脳炎・脳症の原因究明に資

する臨床疫学研究」（研究代表者 多屋馨子）の一環として、

感染症発生動向調査に基づいて届けられた急性脳炎（脳症

を含む）のサーベイランスのまとめを行った。また、成人と小

児のインフルエンザ脳症の症状・所見について比較検討を

行った。

更に、感染研での倫理承認後、病原体不明急性脳炎（脳

症を含む）について、適切な臨床検体の採取方法、搬送方

法を確立し、日本脳炎ウイルスの鑑別診断を実施するととも

に、multiplex PCR 法を用いてエンテロウイルスを含めた網羅

的な病原体検索を行い、原因不明で届け出られた急性脳炎

（脳症を含む）の原因究明を行った。また、2015 年秋に多発

した急性弛緩性麻痺については、感染症法に基づく積極的

疫学調査による一次調査について臨床疫学的なまとめを行

い、届けられた症例について、詳細な臨床疫学情報を得るた

めに、感染研の倫理承認を得た上で、全国調査を行い（二

次調査）、その結果を国際誌にまとめて公表したが、3 年後の

予後調査を実施した。また、2018 年 5 月から始まった急性弛

緩性麻痺（AFP）サーベイランスについて集計解析をするとと

もに、WHO への報告を行った。2018 年発症 AFP について

全国調査を実施し、詳細な二次調査を実施して解析中であ

る。以上の解析は日本小児神経学会、日本小児科学会とも

合同で実施した。

［多屋馨子、新橋玲子、佐藤弘、新井智、森野紗衣子、田中

佳織、北本理恵、田中祐汰、佐藤廉、砂川富正、大石和徳、
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藤本嗣人、花岡希；田島茂、前木孝洋（ウイルス第一部）、八

代将登（岡山大学）、亀井聡（日本大学）、吉良龍太郎、チョ

ンピンフィー（福岡市立こども病院）、奥村彰久（愛知医科大

学）、森墾（東京大学大学院放射線医学）、鳥巣浩幸（福岡

歯科大学）、安元佐和（福岡大学）、細矢光亮（福島県立医

科大学）］

9. 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の疫学研究

平成 30 年度 AMED「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）

に対する診断・治療・予防法の開発及びヒトへの感染リスクの

解明等に関する研究」（研究代表者 西條政幸、研究分担

者 大石和徳）の一環として、感染症発生動向調査に報告さ

れた症例に関し、動物との接触歴を追加して後方視的疫学

調査を実施し、伴侶動物との接触が感染源として疑われる症

例がいたことが分かった。

山口県環境保健センターで 2013 年 3 月から 2017 年 12

月までに SFTS 疑いで検査され陽性であった症例と陰性であ

った症例との比較を行い、陽性例でダニ咬傷（含既往）や全

身倦怠感を呈することが多く、末梢白血球数が少ないという

ことが分かり、IASR で発表した。また、韓国から論文報告さ

れた空気感染疑いの SFTS 症例に対し、空気感染の証拠が

乏しいということをレターで発表した。

［川上千晶、土井育子（FETP）、山岸拓也、島田智恵、松井

珠乃、大石和徳；西條政幸（ウイルス第一部）、小林祐介（埼

玉県南部保健所）］

10. デング熱の輸入例情報をリスク評価に利用するための

情報提供用のサイトの運用

平成 27 年度よりデング熱の輸入例情報を共有する「日本

の輸入デング熱症例の動向について」のサイトを立ち上げ、

月 1 回の更新を継続している。

［福住宗久、竹田飛鳥、川上千晶、松井珠乃、加納和彦、砂

川富正、大石和徳］

11. 新型インフルエンザ発生時リスクアセスメントに必要な

情報収集のメカニズム開発に関する研究

平成 28 年度厚生労働科学研究「感染症発生時の公衆衛

生対策の社会的影響の予測及び対策の効果に関する研究」

（研究代表者 谷口清州）の分担研究として、平成 30 年度に

は、Pandemic Infuluenza Severity Assesment （PISA）の議論

を元に、感染症発生動向調査データにおける罹患数推計の

推計方法変更に伴う影響について検討した。

［高橋琢理、松井珠乃、砂川富正、大石和徳（当センター）、

谷口清州（国立病院機構三重病院）］

12. ノロウイルスの疾病負荷に関する研究

平成 30 年度厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感

染症及び予防接種政策推進研究事業）「開発優先度の高い

ワクチンの有効性・疾病負荷及び安全性・副反応の評価に

資する医療ビッグデータ等を用いたデータベース構築に関

する探索的研究」（研究代表者 中島一敏）の分担研究（分

担研究者 砂川富正）の一環として、沖縄県及び三重県の

両全県下におけるインフルエンザ定点（内科定点＋小児科

定点）を対象において感染性胃腸炎のサーベイランスを実

施し、さらにノロウイルスの検出頻度から、ノロウイルスの疾病

負荷について分析を行っている。平成 29 年度は沖縄県にお

ける結果として、人口 10 万人当たりの推計年間感染性胃腸

炎（全年齢）は 4,906 人と算出され、うちノロウイルス患者受診

者数は暫定的に人口 10 万人当たり 996 人（前年度：944 人）

となり、ほぼ前年度と同様であった。全国に置き換えると一年

間に約 120 万人の患者発生が推定された（暫定値）。検体提

出頻度にばらつきが大きく、今後の調査継続が重要である。

［砂川富正、神谷元、高橋琢理、小林祐介、高原理、土橋酉

紀、Matt Griffith；喜屋武尚子、久場由真仁（沖縄県衛生環

境研究所）、谷口清州、中村晴奈（国立病院機構三重病院）、

楠原一（三重県保健環境研究所）、橋本修二（藤田保健衛

生大学）］

13. ベトナムイェンバイ県における侵襲性肺炎球菌感染症

(IPD)サーベイランスのパイロット研究

平成 28 年 AMED｢アジアの感染症担当研究機関とのラボ

ラトリーネットワークの促進と共同研究体制の強化に関する研

究｣（研究代表者 大西真 研究分担者 大石和徳）の一環

として、ベトナム、イェンバイ県において IPD サーベイランスの

パイロット研究を開始した。平成 30 年度は、現地において実

行可能な症例定義に基づき、症例情報と菌株を継続的に収

集しデータを蓄積した。

［藤倉裕之（FETP）、福住宗久、大石和徳；常彬（細菌第一

部）］
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14. 薬剤耐性菌の研究

(１) 薬剤耐性菌アウトブレイク対応方法の確立についての

研究

平成 29 年「医療機関等における感染症集団発生時の緊

急対応方法の確立及び対応手法の普及・啓発に関する研

究（疫学的検討）」の一環として、公開及び自治体に配布し

た「カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症に関する保健

所によるリスク評価と対応の目安について～保健所と医療機

関のよりよい連携に向けて～」（以下、「保健所向け文書」と

呼称）について、平成 30 年には、郡山市の病院で発生した

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌集積事例での調査研究

でどのように活用できるかを、関係自治体と当該病院とともに

検討した。課題として保健所向け文章の認知度を上げること、

遺伝的背景を探る菌株検査の検体搬入の流れの確認が重

要なことが確認された。

また、国内外で課題とされている中小病院における感染管

理に関して、大阪府泉佐野市の一般病院と療養型病床を持

つ中小病院でのバンコマイシン耐性腸球菌の集団発生の経

験をもとに、「中小病院における薬剤耐性菌アウトブレイク対

応ガイダンス」を国立国際医療研究センター病院 AMR 臨床

レファレンスセンターと作成し、同センターが事務局をしてい

る感染症コンソーシアムの名のもと、公開された。

また、静岡市多剤耐性アシネトバクター属（MDRA）集積

事例、北九州市 MDRA 事例、茨城県セレウス菌事例、大津

市バンコマイシン耐性腸球菌（VRE）集積事例、青森県 VRE

事例において、保健所と協力して疫学調査を支援し、院内

感染対策を支援した。

［加賀優子、上月愛瑠、川上千晶、藤倉裕之、土井育子、竹

田飛鳥、柿本健作、松本かおる（FETP）、福住宗久、山岸拓

也、島田智恵、松井珠乃、大石和徳］

(２) 薬剤耐性菌の疫学状況と感染制御に関する研究

平成 30 年厚生労働省科学研究「医療機関等における感

染症集団発生時の緊急対応方法の確立及び対応手法の普

及・啓発に関する研究（疫学的検討）」（研究代表者 柳原克

紀、研究分担者 大石和徳）の一環として、国内の薬剤耐性

菌の疫学状況として 2015 年 1 月～12 月の感染症発生動向

調査（National Epidemiological Surveillance of Infectious 

Diseases: NESID）と厚生労働省院内感染対策サーベイラン

ス（Japan Nosocomial Infections Surveillance: JANIS）に関し

て、VRE 感染症を取り上げて両サーベイランスの利点と課題

を整理した。疾病負荷に関しては、NESID では臨床診断が

定かでない症例がいる可能性があり、JANIS 全入院患者部

門は代表性が乏しいため、JANIS 検査部門で無菌検体から

の検出を見ていくことが一つの方法であることが分かり、環境

感染学会で発表した。VRE に関しては、JANIS 検査部門の

血液・髄液からの分離菌で、血流感染症と髄膜炎の疾病負

荷が見積もれると考えられたため、2017 年 JANIS 検査部門

データを用い、臨床的・公衆衛生的に有用な疾病負荷の還

元方法を検討し、菌種ごとに耐性菌検出頻度が異なるため

属でまとめるのではなく種でまとめること、重複処理で耐性割

合が変化（Enterococcus faecium 耐性割合 0.20%が重複処

理で 0.24%、など）することが分かった。

VRE と同様の手法で 2015 年と 2017 年の MDRA 感染症

で両サーベイランスの利点と課題を整理したところ、ほぼ同

様の所見が得られ、特に報告数が少ない MDRA では両サ

ーベイランスとも EBS 的な要素が強いことが分かった。

NESIDと病原体サーベイランスの結果について、週 1 回当

センターと薬剤耐性研究センターとの間でリスク評価を行う会

議を開始し、その状況を IASR に報告した。

薬剤耐性菌のアウトブレイク対応におけるプロセス指標と

アウトカム指標について、環境感染学会でシンポジウムの中

で発表した。

［川上千晶、柿本健作（FETP）、山岸拓也、島田智恵、松井

珠乃、大石和徳；筒井敦子、矢原耕司（薬剤耐性研究センタ

ー）］

(３) 「薬剤耐性ワンヘルス動向調査年次報告書 2018」へ

の作成協力

薬剤耐性ワンヘルス動向調査検討会へ協力し、感染症発

生動向調査の AMR 関連の情報を薬剤耐性ワンヘルス動向

調査年次報告書 2018 向けにまとめた。

［松井珠乃、山岸拓也、高橋琢理、砂川富正］

(４) 一般住民・医師の抗菌薬の適正使用に影響する要因

に関する研究

文部科学省研究「一般住民・医師の抗菌薬の適正使用に

影響する要因の検討：知識・態度・行動に着眼して」（研究代

表者：土橋酉紀）において、一般住民及び医師を対象とした

質問紙票調査を広島県で実施した。［土橋酉紀、砂川富正；



感染症疫学センター

10

具芳明（国立国際医療センター）、谷原真一（久留米大学）］

15. 三類感染症の Multistate Outbreak の可視化疫学解

析システムの開発

Multistate outbreak は国内外において探知が困難な場合

が多い。本研究は散発的に発生する 3 類感染症の

Multistate outbreak の迅速な探知のための可視化されたツー

ルがないのが現状である。早期探知のためのデータベース

構築と可視化プログラムの作成、仮説の設定のための情報

収集を目的として実施した。本年度は患者情報及び分子タ

イピング情報を基にした可視化システムを構築した。

［八幡裕一郎］

16. 国内における RS ウイルスの発生動向に関する研究

RS ウイルス感染症サーベイランスが開始して以降、患者

報告数は年々増加しているが、検査キットの普及や、検査の

保険適用拡大に伴う検査機会の増加が関係している可能性

がある為、疫学思考に基づく評価を行った。限定法と層別化、

適切な分母情報、複数の情報源と併せた精査の重要性の実

例として論文発表した。

［加納和彦、土橋酉紀、有馬雄三、砂川富正、大石和徳］

17. 国内における手足口病の発生動向に関する研究

ウイルス第二部と共同して手足口病患者数の予測を試み

た。日本では、HFMD の比較的大規模な流行が 2011 年から

2 年ごとに発生している。本研究では、このモデルにおける統

計データの「記憶」を保持でき、一種の RNN である長期短期

記憶アプローチ（LSTM）を用いて、HFMD の流行の規模お

よびヘルパンギーナの流行の開始期間を予測した。

［吉田和央、村松正道、藤本嗣人、清水裕之］

IV. 予防接種ならびに予防接種で予防可能疾患における

今後の感染症対策に関する研究

1. 麻疹ならびに風疹の予防に関する研究

平成 30 年度 AMED 新興･再興感染症に対する革新的医

薬品等開発推進研究事業「ワクチンによって予防可能な疾

患のサーベイランス強化と新規ワクチンの創出等に関する研

究」（研究代表者 大石和徳、研究分担者 多屋馨子）の研

究の一貫として、麻疹、風疹、水痘、ムンプスに関する疫学

情報をまとめた。水痘に関しては、水痘ワクチン定期接種導

入後の国内水痘発生動向の変化を論文発表した。

［多屋馨子、森野紗衣子、佐藤弘、新井智、砂川富正、高橋

琢理、加納和彦、土橋酉紀、有馬雄三、齊藤剛仁、松井珠

乃、神谷元、八幡裕一郎、島田智恵、福住宗久、大石和徳；

小林祐介（FETP）］

2. 麻疹排除に向けた対策の構築ならびに実施

麻疹排除の維持に向けて、国が定める「麻疹対策技術支

援チーム」として、国内で必要と考えられる様々な麻疹排除

に関連する計画案の策定、および実施に携わった。その代

表的なものとして以下を挙げる。

〈予防接種の徹底と接種率向上に向けた取り組み〉

・ 自治体別の定期的な接種率の評価と還元（2017 年

度最終評価）

・ 全数把握制度における麻疹患者発生の評価、解析と

定期的な還元

〈集団発生対応〉

・ 集団発生に対する技術的助言の実施（沖縄県、三重

県、愛知県、千葉県）

［多屋馨子、砂川富正、大日康史、菅原民枝、八幡裕一郎、

佐藤弘、新井智、森野紗衣子、高橋琢理、加納和彦、有馬

雄三、土橋酉紀、神谷元、島田智恵、松井珠乃、FETP 一

同、大石和徳］

3. わが国における麻疹排除に関する文書作成

国の麻疹排除認定委員会の一員として、わが国の麻しん

排除状態の維持に関する状況を説明する文書を作成し

WPRO に提出するため、国の感染症対策専門機関として、

他の関係者と共にデータ収集およびその分析に参加した。

［砂川富正、佐藤弘、高橋琢理、多屋馨子、駒瀬勝啓、大石

和徳、他所外協力者］

4. 亜急性硬化性全脳炎（SSPE）の発生頻度に関する研究

平成 30 年度厚生労働科学研究「プリオン病及び遅発性ウ

イルス感染症に関する調査研究」（研究代表者 山田正仁、

研究分担者 砂川富正）の一環として、特定疾患治療研究

事業データをベースに麻疹排除後の新規 SSPE 発症をモニ

タリングするとともに、先行研究（平安ら）の情報も加味して発

症頻度の研究を行っている。沖縄県では 1986－2005 年で麻

疹患者 10 万人あたり 22.2 人の SSPE の発症あると推定され、



感染症疫学センター

11

さらに 1990 年の流行に絞ると麻疹約 1800 人に SSPE1 人の

発症の可能性が暫定的に示唆された。さらなる精査が重要

である。

［砂川富正、神谷元、高橋琢理、小林祐介；橋本修二（藤田

保健衛生大学）］

5. 風疹に関する予防対策，今後の風疹ワクチンのあり方

に関する研究

平成 30 年度 AMED 新興･再興感染症に対する革新的医

薬品等開発推進研究事業「ワクチンによって予防可能な疾

患のサーベイランス強化と新規ワクチンの創出等に関する研

究」（研究代表者 大石和徳、研究分担者 平原史樹、研究

分担社 多屋馨子）の一貫として、先天性風疹症候群ならび

に風疹対策として、国内の風疹患者、抗体保有状況、予防

接種状況を検証した。また、風疹の予防啓発の一環として、

平成 30 年 11 月 24 日には、風疹予防啓発のための市民公

開講座｢風しんから妊婦を守るために｣（演者 6 名）を、11 月

25 日にはシンポジウム｢わが国の風しん排除を目指して｣（演

者 6 名）を AP 浜松町で開催した。

また、平成 31 年 2 月 4 日の風疹予防の日には、大手町タ

ワープラザで厚生労働省、風疹ゼロプロジェクトとの共催で

予防啓発活動を行った（風疹についてのミニレクチャー、啓

発資材の作成配布、企業表彰等）。

［平原史樹（横浜市立大学）、奥田実加（国立病院機構横浜

医療センター）、森嘉生、竹田誠（ウイルス第三部）、三崎貴

子（川崎市健康安全研究所）、多屋馨子、熊田萌、森野紗衣

子、佐藤弘、新井智、新橋玲子、島田智恵、山岸拓也、駒瀬

勝啓、神谷元、八幡裕一郎、高橋琢理、砂川富正、大石和

徳；可児佳代（風しんをなくそうの会 hand in hand）、河合裕

直（株式会社キャタラー）、堀愛（東京ガス株式会社産業医）、

西浦博（北海道大学医学部）、川名敬（日本大学医学部）、

高島義裕（WHO 西太平洋事務局）、繁本憲文（厚生労働

省）］

6. 風疹排除に向けた対策の構築ならびに実施

風疹に関する特定感染症予防指針に基づき、風疹の予

防啓発資料を作成するとともに、毎週の発生動向調査の速

報グラフを作成しホームページに公表した。2018 年夏からの

全国流行に伴い、第 32 週から毎週、風しん急増に関する緊

急情報を作成し、HP に公表した。

［多屋馨子、佐藤弘、新井智、加納和彦、砂川富正、熊田萌、

田中佳織、大石和徳］

7. 成人男性に対する風疹予防啓発資料の作成

抗体保有率が低い成人男性に対する風疹対策の一環と

して、毎月季節に合わせた啓発ポスターを作成した。感染研

の一般公開にあわせて風疹の予防啓発のためのクイズ「これ

であなたも風しん博士」と、啓発活動を行った。

［熊田萌、森野紗衣子、佐藤弘、新井智、駒瀬勝啓、加納和

彦、椎野禎一郎、多屋馨子、大石和徳］

8. 先天性風疹症候群の疫学調査

2012-13 年にかけて起こった風疹の国内流行に関連して

発生した先天性風疹症候群 45 例について臨床所見、検査

所見、合併症などに関する情報を収集し、記述疫学としてま

とめた。現在、直接・間接の医療費などを算出し、風疹、先天

性風疹症候群の疾病負荷を分析し、風疹予防の必要性を

議論するためのエビデンスの構築に取り組んでいる。

［砂川富正、神谷元；奥野英雄（大阪大学）、金井瑞恵（大阪

市保健所）］

9. ワクチンの副反応に関する研究

(１) 予防接種後副反応サーベイランスならびに迅速な  

対策に繋げるための研究

医療機関ならびに企業から報告される予防接種後副反応

疑い報告について、感染研で作成した副反応アプリ（予防接

種後副反応疑い報告データ分析ツール）を活用して、品質

保証･管理部と共同で週帳票にまとめ、継続的に報告状況

の注視、解析を行った。また、わが国の予防接種後副反応

疑いサーベイランスについて、全国学会等で発表し、ワクチ

ンの安全性に関する研究を行った。

［多屋馨子、森野紗衣子、佐藤弘、新井智、田中佳織、新橋

玲子、大石和徳；落合雅樹、藤田賢太郎、内藤誠之郎、加

藤篤（品質保証･管理部）］

(２) ワクチン接種と乳幼児の突然死に関する疫学研究

2011 年 3 月の Hib ワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンを含

む同時接種後に乳幼児が死亡したことをうけ、一時的にワク

チンの接種が見合わされる事態となった。様々な検討が行わ

れ、同年 4 月からワクチンは再開となったが、国内ではワクチ
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ン接種と乳幼児の突然死に関する研究がなかったことから、

日本小児科学会、日本救急医学会の協力を得て、当所で症

例対象研究を実施することとなった。2012 年 12 月から症例

の報告が行われており、全国の医療機関へ協力依頼を行い、

症例収集を完了し、集計解析中である。

［多屋馨子、田中祐汰、佐藤廉、北本理恵、島田智恵、菊池

風花、新井智、佐藤弘、砂川富正、大石和徳；岡部信彦（川

崎市健康安全研究所）、岡田賢司（福岡看護大学）、市川光

太郎（北九州市立八幡病院）］

(３) ワクチン接種に関するリスクコミュニケーション

に関する研究

平成 29 年度 AMED「ワクチンによって予防可能な疾患の

サーベイランス強化と新規ワクチンの創出等に関する研究」

（研究代表者 大石和徳、研究分担者 吉川肇子）」の一環

として、ワクチンの効果、副反応に対する最適な説明手法に

ついて検討した。ワクチンに関する説明に関して自発的思考

を行うかどうかが説明効果に及ぼす影響を調査した結果、自

発的思考とワクチンの種類による影響がみられた。

［吉川肇子（慶應義塾大学）、奥野英雄（現大阪大学）、佐藤

弘、大石和徳］

(４) 予防接種後副反応疑い報告に基づいた予防接種の

安全性に関する研究

予防接種法の改正により始まった副反応疑い報告につい

て、感染研で作成した副反応アプリ（予防接種後副反応疑

い報告データ解析ツール）を用いて、様々な観点から集計、

解析を行い、予防接種の安全性について検討を行った。集

計・解析結果は、感染研の検定検査業務委員会で 3 か月に

一回発表した。また、集計結果については、厚生労働省、医

薬品医療機器総合機構とも情報を共有し、今後のより良いサ

ーベイランスのあり方について検討を行った。

［多屋馨子、新井智、佐藤弘、森野紗衣子、新橋玲子、田中

佳織、大石和徳；落合雅樹、内藤誠之郎、藤田賢太郎、加

藤篤（品質保証・管理部）］

(５) ロタウイルスワクチンと腸重積症に関する研究

平成 30 年度 AMED「ワクチンによって予防可能な疾患の

サーベイランス強化と新規ワクチンの創出等に関する研究」

（研究代表者 大石和徳、研究分担者 砂川富正）の一貫と

して、2011 年に任意接種として接種可能になったロタウイル

スワクチンの副反応の 1 つに挙げられている腸重積症に関し

てこれまでわが国には体系化された全国規模のサーベイラ

ンスは実施されていなかった。全国 9 道県における腸重積症

の積極的サーベイランスを構築し、2007 年から 2011 年まで

の過去 5 年間の腸重積症、並びに 2012 年以降に関しては

腸重積症患者を診断するたびにサーベイランスに報告して

いただいている。解析結果などは第 9 回厚生科学審議会

(予防接種・ワクチン分科会 予防接種基本方針部会 ワクチ

ン評価に関する小委員会)にて報告した。

［砂川富正、神谷元、八幡裕一郎、多屋馨子、大日康史、菅

原民枝、大石和徳；岡部信彦（川崎市健康安全研究所）］

（６）国内における vaccine safety database （VSD）構築に関

する研究

H30 年度厚労科研費「開発優先度の高いワクチンの有

効性・疾病負荷及び安全性・副反応の評価に資する医療ビ

ッグデータ等を用いたデータベース構築に関する探索的研

究（中島班）」において、諸外国が運用している副反応のシ

グナル探知後の因果関係を解析するデータセットの構築を

ML-Flu という小児科医の有志によって運営されているサイ

トを利用して実施するとともに、日本外来小児科学会と連携

し、予防接種後の副反応に関する VSD 構築に関する準備

を行った。

［西藤なるを（西藤小児科こどもの呼吸器アレルギークリニ

ック）、砂川富正、神谷元］

（7）国内の小児予防接種の累積接種率調査

平成 30 年度新興･再興感染症に対する革新的医薬品等

開発推進研究事業「ワクチンによって予防可能な疾患のサ

ーベイランス強化と新規ワクチンの創出等に関する研究」（研

究代表者 大石和徳、研究協力者 崎山弘）の一環として平

成 30 年度の小児の累積予防接種率調査を実施した。

［大石和徳、多屋馨子、熊田萌；清水博之（ウイルス第二部）、

崎山弘（崎山内科）、城青衣（都立駒込病院小児科、梅本哲

（医療産業研究所）]

10. 小児侵襲性肺炎球菌感染症患者の感染血清型に対

する血清中特異抗体測定
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平成 30 年度 AMED「ワクチンの実地使用下における有効

性・安全性及びその投与方法に関する基礎的・臨床的研究」

（研究代表者 菅秀、分担研究者 大石和徳）」の一環として

13 価肺炎球菌結合型ワクチン接種後の小児侵襲性肺炎球

菌感染症（IPD）患者の感染血清型に対する血清中血清型

特異 IgG 測定とオプソニン活性の測定を行った。患者の IPD

発症時の原因血清型特異的オプソニン活性が低値であるこ

とを明らかにした。一方で特定の血清型については回復期

早期にオプソニン活性の上昇を認め、血清型ごとの IPD 発

症後の免疫応答の違いについて引き続き検討を行った。

［北上悦子、森野紗衣子、多屋馨子、大石和徳；常琳（細菌

第一部）］

11. 高齢者における肺炎球菌ワクチン接種後の血清型特

異抗体測定の検討

平成 30 年度 AMED「ワクチンで予防可能な疾病のサーベ

イランスとワクチン効果の評価に関する研究」（研究代表者

大石和徳、分担研究者 明田幸宏）の一環として高齢者にお

ける肺炎球菌ワクチン接種後の肺炎球菌血清型特異 IgG 及

びオプソニン活性の評価を行った。

［東桃代（徳島大学病院）、明田幸宏（大阪大学）、北上悦子、

森野紗衣子、大石和徳］

12. 成人の侵襲性細菌感染症サーベイランスに関する研

究

平成 30 年度厚生労働科学研究「成人の侵襲性細菌感染

症サーベイランスの構築に関する研究」（研究代表者 大石

和徳）において、10 道県の成人の侵襲性肺炎球菌感染症、

侵襲性インフルエンザ菌感染症、劇症溶血性レンサ球菌感

染症の臨床像と原因菌の血清型等の調査を開始した。侵襲

性髄膜炎菌感染症については全都道府県・全年齢を対象と

した調査を開始した。

［加賀優子、上月愛瑠、川上千晶、土井育子、藤倉裕之、松

本かおる（FETP）、福住宗久、島田智恵、松井珠乃、砂川富

正、神谷元、高橋琢理、村上光一、大石和徳］

13. 流行下における百日咳ワクチン有効性に関する研究

平成 30 年度厚生労働科学研究「予防接種に関するワクチ

ンの有効性・安全性等についての分析疫学研究」（研究代表

者 廣田良夫）の分担研究として、乳幼児期に接種された百

日咳含有ワクチン（DPT）接種の有効性（Vaccine 

Effectiveness）を測定し、ブースター目的のワクチン接種の必

要性について検討した。集団発生事例の中で有効性の測定

を行い、ワクチン効果の減衰傾向及び、就学時前の追加接種

が望ましいことを示した。

［砂川富正、齊藤剛仁、神谷元、八幡裕一郎、土橋酉紀；安

藤由香（岡山ろうさい病院）、大平文人（大阪府健康医療部））、

蒲地一成（細菌第二部）、森畑東洋一（もりはた小児科）、松

本道明（高知県衛生研究所）、河上 祥一（医療法人社団愛

育会 福田病院）、二井栄（白子ウィメンズホスピタル）］

14. 不活化ワクチン導入前後のポリオの予防接種状況およ

び抗体保有状況の検討

平成 30 年度 AMED「新興・再興エンテロウイルス感染症

の検査・診断・治療・予防法の開発に向けた研究」（研究代

表者 清水博之、研究分担者 多屋馨子）」において、不活

化ワクチン導入前後のポリオの予防接種状況および抗体保

有状況について検討を行った。

2018 年度ポリオ感受性調査（感染症流行予測調査事業

により実施）によって得られたデータを解析した結果、ポリオ

ワクチンの 1 回以上接種率（接種歴不明者を除く）は 5 歳未

満の各年齢で 98～100%であり、2013 年度以降は各年齢で

高く維持されていた。接種を受けたワクチンの種類が明らか

な者では 5 歳未満のすべてが不活化ポリオワクチンのみの被

接種者であった。また、中和抗体価 1:8以上の抗体保有率に

ついてみると、1～3 型すべてに対して 95%以上を示した。

［佐藤弘、多屋馨子；清水博之（ウイルス第二部）］

15. 医療従事者向け予防接種啓発ツールの開発

（公益）予防接種リサーチセンター調査研究費補助金（研

究代表者 神谷元）において、医療従事者を対象とした予防

接種教育ツールの開発、並びにその評価に関する研究を実

施している。今年度は医師に加え、看護師、事務員など予防

接種実施に関わる全ての人を対象としたツールの作成を目指

し、問題作成、並びにシステム構築を行った。

［神谷元、森野紗衣子、砂川富正、多屋磬子、八幡裕一郎；

中村春奈、谷口清州、森本真理、堀浩樹（国立病院機構三重

病院）、中野貴司（川崎医科大学小児科）］

16. 鹿児島県徳之島におけるムンプス流行像に関する研究
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平成 30 年度 AMED「研究班安全性・有効性、および利便

性を兼ね備えた新規ムンプスワクチンの開発に関する研究」

（研究代表者 木所稔）において、以前実施したムンプスの集

団発生に関する徳之島での疫学調査をもとに、要した医療費

の計算、並びにその後の重症な合併症の有無について追加

調査を行った。

［砂川富正、神谷元；松井佑亮（FETP）、亀之園明（徳之島

保健所）］

17. ワクチンファクトシートの作成

厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会基本方針部会

ワクチン評価に関する小委員会からの依頼に基づき、下記

のワクチンに関するファクトシートを作成した（平成 30 年 5 月

14 日）。23 価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン（肺炎球

菌ワクチン） ワクチン（成人用）

［新橋玲子、福住宗久、新井智、多屋馨子、大石和徳；常彬、

前川純子、小川道永、大西真（細菌第一部）、池田俊也（国

際医療福祉大学）、赤沢学（明治薬科大学）、五十嵐中（東

京大学大学院）］

18. 国内抗 PspA 抗体血清疫学調査

平成 30 年度 AMED 産学連携医療イノベーション創出プロ

グラム「ユニバーサル肺炎球菌ワクチンの創出研究」（研究代

表者 金城雄樹、研究分担者 大石和徳）において、ユニバ

ーサル肺炎球菌ワクチンの候補抗原である Pneumococcal 

surface protein A（PspA）に対する抗体の抗体保有状況調査

を行った。平成 30 年度は年齢群別の抗 PspA 抗体保有状況

を検討するべく、血清銀行から分与を受けた全年齢層にわ

たる血清 1,000 検体について、5 つの clade の PspA に対する

血清中抗 PspA 抗体濃度の測定を行った。

［森野紗衣子、北上悦子、地曳さやか、新井智、大石和徳；

朴貞玉（阪大微生物病研究会）］

19. 対馬市における日本脳炎ウイルスに対する抗体保有調

査

平成 30 年度新興･再興感染症に対する革新的医薬品等

開発推進研究事業「ワクチンで予防可能な疾病のサーベイ

ランスとワクチン効果の評価に関する研究」（研究代表者 大

石和徳、研究分担者 新井智）により、血清疫学調査を実施

した。560 名の抗体保有状況を調査したところ、感染症流行予

測調査事業の結果と同様で感染リスクの上昇は確認されなか

った。

［新井智、菊池風花、神谷元、松井佑亮、新橋玲子；野口雄

司(対馬病院)、西畑伸二、村木伸幸(対馬保健所)、井田清惠、

川本実奈(対馬市)、立花一憲(上対馬病院)、多屋馨子、大石

和徳］

20. 百日咳の就学前児童に対する三種混合ワクチン追加

接種に関する研究

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予防

接種政策推進研究事業）「百日咳とインフルエンザの患者情

報及び検査診断の連携強化による感染症対策の推進に資

する疫学手法の確立のための研究」班（代表：神谷元）にお

いて、百日咳全数サーベイランスより学童の患者が非常に多

いことから、就学前児童に対する三種混合ワクチン（DPT）の

追加接種の効果、安全性に関する研究を開始した。今年度

は 4 回 DPT を接種した小学校入学 1 年前の 5～6 歳時を対

象として DPT を接種し、その前後での抗体価の変化、並び

に接種後 1 カ月間の健康観察を実施した。

［神谷元、砂川富正、多屋馨子；大塚菜緒、蒲地一成（細菌

第二部）、全国 15 の協力医療機関］

21. 侵襲性髄膜炎菌感染症に関する研究

2018 年度感染症実用化研究事業新興・再興感染症に対

する革新的医薬品等開発推進研究事業「マスギャザリングに

おける髄膜炎菌感染症の検査体制強化に資する開発研究」

（研究代表者 齋藤良一（東京医科歯科大学）、研究分担者

福住宗久）において、いくつかの自治体及び Public Health 

England で情報を収集し、過去の髄膜炎菌アウトブレイク対

応に関する論文、他国のガイドライン等を参考に「侵襲性髄

膜炎菌感染症発生時対応ガイドライン〔第一版〕」（案）を作

成した。また、患者調査票、接触者調査票についても雛形案

を作成した。

［福住宗久、神谷元；加賀優子、土井育子（FETP）、齊藤剛

仁、砂川富正；高橋英之、大西真（細菌第一部）］

22. ロタウイルス感染症に関する研究

ロタウイルス（RV）ワクチンの効果を評価する目的で、RV 胃

腸炎による入院および外来患者のサーベイランス調査を国

内 3 地域（千葉県、三重県、岡山県）において実施継続して
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いる。エビデンスとして疾病負荷（入院、外来例）、ワクチン普

及にともなう RV遺伝子流行型のモニタリング、その他ロタウイ

ルスワクチン定期接種化に必要なエビデンスの構築を目標

に研究を継続中である。

［神谷元；中野貴司、田中孝明（川崎医科大学）、中村晴奈、

谷口清州（国立三重病院）、伊東宏明（亀田総合病院）、谷

口孝喜、河本聡志（藤田衛生大学医学部）］

V. 病原体等の研究

1. 新規および既知のハンタウイルスの検出と系統解析

未知の感染症対策の一環として国内外の新規ハンタウイ

ルスの検索を行った。既に検出したウイルスについても精度

の高い診断・検出法開発の為、全長配列の決定を進めた。

［新井智、菊池風花、多屋馨子、大石和徳；森川茂（獣医

科学部）、Nguyen Truong Son 、Vuong Tan Tu （ベトナム、

Institute of Ecology and Biological Resources）、Saw Bawm、

Kyaw San Lin(ミャンマー国立獣医大学)、鈴木仁、大館智志

（北海道大学）、RichardYanagihara（ハワイ大学）］

2. 性感染症におけるアデノウイルスの実態調査及び分子

疫学的研究

平成 29 年度文部科学省研究「尿道炎におけるアデノウイ

ルスの分子疫学的研究及び病原性の解析」（研究代表者

花岡希）の続きとして、アデノウイルスの性感染症への関与

等について、他のバクテリア等との相関関係についての解析

を行うため、網羅的な原因微生物検出スクリーニング系を性

感染症クリニックと共同で実施し、アデノウイルスの尿道炎へ

の関与やアデノウイルス性尿道炎の特徴を報告した。

［花岡希、藤本嗣人；伊藤晋（あいクリニック）］

3. 日本および世界で流行しているエンテロウイルイスの検

査法およびその活用法に関する検討

平成 30 年度 AMED「不活化ポリオワクチン及び国内外で

進められている新規腸管ウイルスワクチン開発に関する研究」

（研究代表者 清水博之、研究分担者 藤本嗣人）の一環と

して研究した。詳細は、AMED 研究で守秘性が高いため記

載を省略する。

［藤本嗣人、花岡希；清水博之（ウイルス第二部）］

4. 全国的なエンテロウイルス D68 流行時のウイルス検査

とその後の検査

平成 30 年度厚生労働科学研究「エンテロウイルス等感染

症を含む急性弛緩性麻痺・急性脳炎・脳症の原因究明に資

する臨床疫学研究」（研究代表者 多屋馨子）の一環として、

2017 年秋に、中国地方で発症した小児の急性弛緩性脊髄

炎症例について呼吸器由来検体から EVD68 ゲノムを検出し、

英文誌等で論文報告し、論文執筆の一部および検査・病原

体解析部分担当した。

［藤本嗣人，花岡希，小長谷昌美，大石和徳、多屋馨子；清

水博之（ウイルス第二部）、森墾（東京大学大学院）、八代将

登（岡山大学）、畑山和貴、井上勝（岡山赤十字病院）］

5. アデノウイルスレファレンスのための研究

平成 28 年度厚生労働科学研究「国内の病原体サーベイ

ランスに資する機能的なラボネットワークの強化に関する研

究」（研究代表者 宮崎義継、研究分担者 藤本嗣人）の一

環として新型アデノウイルスである 85 型の発見を熊本県保健

環境科学研究所等との共同により論文報告し、アデノウイル

ス 54 型の臨床的解析を福岡大学、鳥取大学等との共同研

究により論文公表した。さらに 57 型の日本への侵入に関して

島根県保健環境科学研究所との共同により論文報告した。

［藤本嗣人、花岡希、小長谷昌未；アデノウイルス地区レファ

レンスセンター、全国地方衛生研究所］

6. 成人市中肺炎・喘息増悪における呼吸器ウイルスの関

与に関する研究

成人市中肺炎（CAP）の原因は、細菌（肺炎球菌やインフ

ルエンザ菌）が主な原因であるとされる。しかし、一定の割合

で CAP に呼吸器ウイルスが関与することも知られているが、

不明な点が多い。そこで、今年度は、次世代シークエンサー

を用い、CAP 患者から微生物の網羅検出を行った。その結

果、80％以上（n=77）の患者から病原と思われる微生物が検

出された。

［村上光一、大石和徳；木村博一、（群馬パース大学）、石井

晴之、倉井大輔、皿谷健、滝澤始（杏林大学）］

7. 地方衛生研究所における病原微生物検査の外部精度

管理の導入と継続的実施のための事業体制の構築に

関する研究
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平成 29 年度厚生労働科学研究「病原微生物検査体制の

維持・強化に必要な地方衛生研究所における人材育成及び

地域における精度管理に関する協力体制構築に向けた研究

（研究代表者 皆川洋子）の一環として、平成 28 年度厚生労

働省外部精度管理事業（EQA）を受けた地方衛生研究所から

１施設をパイロットケースとして選び、実地調査および講義を

行った（詳細は研究班報告書を参照）。

［岡本貴世子、大石和徳；渡邉真治、影山努（インフルエンザ

ウイルス研究センター）皆川洋子（愛知県衛生研究所）］

8. パレコウイルスに関する研究

パレコウイルスは小児を中心に呼吸器感染症を引き起こし

ている。小児では敗血症等の重症感染症を起こすこともある。

近年、成人において筋痛症を引き起こすことがあり、平成 28

年度 AMED「新興・再興エンテロウイルス感染症の検査・診

断・治療・予防法の開発に向けた研究」（研究代表者 清水

博之、研究分担者 藤本嗣人）の一環として、そのウイルス学

的な調査研究を実施し、論文を作成した。

［藤本嗣人、花岡希、小長谷昌未；水田克巳（山形県衛生研

究所）］

9. コクサッキーウイルス A6 型による手足口病に関する研

究

2011 年から突然、コクサッキーウイルス A6 型による手足口

病の全国的な流行が２年に１度みられるようになった。そこで、

平成 28 年度 AMED「新興・再興エンテロウイルス感染症の

検査・診断・治療・予防法の開発に向けた研究」（研究代表

者 清水博之、研究分担者 藤本嗣人）の一環として、流行

株の遺伝子的にどのような変化があるのかを調査した。

［藤本嗣人、花岡希、小長谷昌未、長澤耕男、木村博一；荻

美貴、近平雅嗣（兵庫県立健康生活科学研究所）、他］

VI. 学会等の中での研究、貢献

１． 日本感染症学会

2018 年度ワクチン委員会委員長として、「65 歳以上の成

人に対する肺炎球菌ワクチンの考え方」の改訂について協

議した。［大石和徳］

2018 年度評議員、ワクチン委員会委員として活動を行った。

［砂川富正、神谷元、藤本嗣人、多屋馨子］

2018 年度ワクチン委員会委員として活動を行った。

［多屋馨子］

2．日本ワクチン学会

2018 年度の学会活動を行った。

［多屋馨子（監事）、神谷元（理事）、砂川富正（理事）、大石

和徳（理事長）］

Vaccine 誌編集委員として活動を行った。

［多屋馨子、神谷元、大石和徳］

3．日本小児科学会

2018 年度予防接種・感染症対策委員会専門委員として

予防接種ならびに小児感染症に関して毎月検討を行った。

［多屋馨子、神谷元］

4．日本小児感染症学会

理事・評議員として学会活動を行った。

［多屋馨子］

評議員として学会活動を行った。

［神谷元、砂川富正、佐藤弘］

感染症情報委員会委員長として活動した。

［多屋馨子（委員長：2013 年 1 月～）］

研究教育委員会委員として小児感染症分野の教育研究

に関する研修会の開催、小児感染症の研究に関する啓発

等を行った。

［多屋馨子］

将来計画委員会委員として活動した。

［多屋馨子］

5．日本ウイルス学会

常任理事（2017 年度～）・評議員として学会活動を行った。

ワクチン専門委員会委員として予防接種に関する検討・啓発

を行った。

［多屋馨子］

6．日本小児保健協会

予防接種・感染症委員会委員長として予防接種に関する

検討・啓発を行った。

［多屋馨子］
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7．日本公衆衛生学会

感染症対策専門委員として公衆衛生学会における感染症

リスクアセスメント研修会講師を務めるなど、公衆衛生分野の

感染症に関する検討・啓発を行った。

［砂川富正］

公衆衛生モニタリング･レポート委員会メンバーとして健康

危機管理モニタリング活動を実施し、顕在的・潜在的健康課

題に関する情報の収集分析の成果を年次報告書として作成

した。

［重松美加］

8．日本神経感染症学会

評議員として学会活動を行った。

［多屋馨子］

9 日本獣医学会

評議員として学会活動を行った。

［新井智］

10．日本呼吸器学会

呼吸器ワクチンワーキング委員長として、「65 歳以上の成

人に対する肺炎球菌ワクチンの考え方」の改訂について協

議した。

［大石和徳］

11. 日本アデノウイルス研究会

世話人 3 人のうちの 1 人として研究会の開催等、活動を行

った。

［藤本嗣人］

12．日本環境感染学会

リスクコミュニケ―ション委員会委員として、活動を行った。

［砂川富正、多屋馨子］

ワクチン委員会副委員長として、医療関係者のワクチン接

種ガイドライン第 3 版の改訂作業を行った。

［多屋馨子］

ISO/TC304 国内審議委員会の委員として活動を行った。

［山岸拓也］

13．ISO TC212 国内検討委員会

ISO TC212 国内検討委員会委員、ワーキンググループ代

表及び、ワーキンググループ国代表として、臨床検査施設等

の検査診断及び研究施設におけるバイオリスク管理に関す

る国際規格の草案の作成、遂行、討議に参加し、ISO 35001

の完成に寄与した。

［重松美加］

14. 日本下痢症研究会

幹事として、会の運営に参画した。

［藤本嗣人］

サーベイランス業務

I. 感染症発生動向調査事業の実施および情報の還元

平成 11 年 4 月施行の｢感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律｣（平成十年十月二日法律第百

十四号）に基づき、対象疾患を診断した医師、保健所、地方

感染症情報センター（都道府県、政令市に設置）、地方衛生

研究所、国立感染症研究所病原体検査部門、厚生労働省

と連携し、感染症発生動向調査事業を実施している。

1. 感染症発生動向調査（患者情報）全国データの集計・

解析・還元

感染症発生動向調査事業において、感染症疫学センター

は中央感染症情報センターとして、全数把握疾患及び週単

位定点把握疾患については毎週 1 回、月単位定点把握疾

患については毎月 1 回、全国データを集計し、各自治体に

還元している。また、データの内容の確認及び解析を行い、

感染症週報（IDWR）や病原微生物検出情報（IASR）として

情報を公開するとともに、得られた情報を地方自治体と連携

して必要な感染症対策へつないでいる。

［砂川富正、齊藤剛仁、加納和彦、高橋琢理、有馬雄三、土

橋酉紀、駒瀬勝啓、中里篤、大竹由里子、新井伸一、加藤

信子、高原理、佐藤弘、森野紗衣子、多屋馨子、FETP 一同、

八幡裕一郎、宮間浩史、赤塚昌江、徳永真里子、大石和

徳］

2. 感染症週報・月報の作成・発行



感染症疫学センター

18

｢感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する

法律｣の主旨のもとに、感染症週報の発行を継続しており、

当感染症疫学センターのホームページ上に PDF 版と HTML

版とで掲載している。

感染症週報には「発生動向総覧」以外に、「注目すべき感

染症」としてその時々で問題となる感染症を取り扱ってきた。

｢感染症の話｣は感染症法に規定された疾患など感染症の解

説を行い、「読者のコーナー」では外部からの問い合わせの

あった質問や投稿などを読者に公開する。「感染症関連情

報」では病原体情報／｢海外感染症情報｣として WHO の感

染症アウトブレイクニュース、インフルエンザ流行状況に関す

る記事等のリンクを紹介している。また、「速報」では、国内で

問題となったアウトブレイク等に関する最新の記事、個々の

疾患の発生動向のまとめなどを掲載する。性感染症、薬剤

耐性菌に関しては 1 カ月に一回週報に月報として追加で紹

介している。

年報の編集として 2017 年の患者発生動向に関する全疾

患の集計作業を実施し、公開した。

［砂川富正、齊藤剛仁、加納和彦、高橋琢理、土橋酉紀、駒

瀬勝啓、有馬雄三、大竹由里子、新井伸一、高原理、佐藤

弘、赤塚昌江、徳永真里子、FETP 一同、八幡裕一郎、多屋

馨子、加藤信子、中里篤、大石和徳］

3. 病原体情報の収集と月報・年報の作成

病原微生物検出情報事務局において、病原体情報センタ

ー業務として、オンラインによる報告票の確認、問い合わせ、

データベースの管理、集計解析、月報および年報の作成、

配布に関する一連の作業を継続的に実施した。

（１）情報処理：NESID の病原体検出情報システムに登録さ

れた新しいデータの確認と公開処理を毎日行なった。2017

年 1 月-2017 年 12 月の病原体検出報告数（2018 年 8 月 6

日現在）は、病原菌検出報告（３A：地衛研・保健所）は 2,704

件、病原体個票は病原菌（原虫・寄生虫を含む）が地衛研

4,503 件、保健所 169 件、ウイルス（リケッチア，クラミジアを含

む）が地衛研 26,883 件（うち最多はインフルエンザ A（H3）で

5,874）、保健所 483 件、検疫所 21 件（ウイルス）、集団発生

病原体票は病原菌等が地衛研 166 件、ウイルス等が地衛研

592 件、保健所 2 件、ヒト以外からの病原体検出票は病原菌

等が地衛研 402 件、ウイルス等が地衛研 31 件であった。

（２）月報の編集：本年度中に病原微生物検出情報月報が

12 号（第 38 巻）および第 38 巻索引が編集・印刷発行された。

特集記事については英訳を行い同時に掲載した。

［土橋酉紀、赤塚昌江、徳永真里子、齊藤剛仁、駒瀬勝啓、

加納和彦、高橋琢理、高原理、有馬雄三、砂川富正、大石

和徳；吉倉廣（元所長）］

4. 感染症発生動向調査週報・月報速報データの作成・

公開

感染症発生動向調査により集計された報告数を、感染症

週報での公開（通常金曜日）より早く公開するため、2008 年

第 47 週から、速報データとしての公開を（通常火曜日）実施

している。また、インフルエンザについては、新型インフルエ

ンザ発生を受け、2009 年第 42 週からはより早い公開（週報

の一週間前の金曜日）を実施している。取り扱った平成 29 年

度の患者報告件数（感染症発生動向調査）は、全数が

47,506 件、定点が 4,275,695 であった。

［大竹由里子、新井伸一、佐藤弘、高橋琢理、砂川富正］

5. インフルエンザ流行レベルマップの作成

感染症発生動向調査により得られた全国のインフルエン

ザ患者発生動向を、過去の患者発生状況をもとに設けられ

た基準値に基づいて解析し、保健所ごとに警報レベル、注

意報レベルを超えたことを情報還元するための「インフルエン

ザ流行レベルマップ」を作成し、毎週火曜日に感染症疫学セ

ンターのホームページ上に公開した。コメント欄には、最新の

患者発生状況と病原体情報から得られたインフルエンザウイ

ルス分離結果を合わせて掲載した。2017/2018 年シーズンの

インフルエンザは例年のシーズンと異なり、例年より早い立ち

上がりで、ピークの高さは感染症法施行開始の 1999 年 4 月

以降、最高であった。また、B 型（山形系統）が主で、シーズ

ン初期から流行し、複数のインフルエンザウイルスが流行し

た。定点医療機関からのインフルエンザ患者数と基幹定点か

らのインフルエンザによる入院患者数の増加が高齢者にお

いて観察された。これらのインフルエンザ流行に関する情報

について、インフルエンザ流行レベルマップ上で迅速に情報

発信を行なっていった。インフルエンザ流行レベルマップは、

全国のインフルエンザの最新の発生動向を掲載するもので

あり、流行期間中は、ホームページ上に掲載されるとすぐにメ

ディアに取り上げられ、全国に情報還元されていた。

［砂川富正、高橋琢理、土橋酉紀、大竹由里子、新井伸一、



感染症疫学センター

19

有馬雄三、加藤信子、中里篤、宮間浩史、大石和徳］

6. 腸管出血性大腸菌感染症速報（表・グラフ・マップ）の

作成

感染症発生動向調査により得られた腸管出血性大腸菌感

染症報告をもとに表、グラフ、日本地図を作成し、毎週火曜

日に感染症疫学センターのホームページ上に公開した。この

公開は 2009 年第 19 週から開始したものであり、①週別報告

数（第 1 週～当該週の棒グラフ）、②都道府県別・血清型（Ｏ

157、Ｏ26、Ｏ111）別報告数（当該週の集計表）、③都道府県

別・血清型（Ｏ157、Ｏ26、Ｏ111）別累積報告数（第 1 週～当

該週累積分の集計表）、④都道府県別累積報告数（第 1 週

～当該週累積分の日本地図）、⑤週別・都道府県別報告状

況（第 1 週～当該週の週毎の日本地図）の 5 種類の作成を

行った。

［齊藤剛仁、新井伸一、加納和彦、砂川富正］

7. 麻しん報告数の WPRO への報告

感染症発生動向調査により得られた麻しんの報告数をもと

に、WHO の報告形式に適合した集計表を月毎に作成し、

WHO 西太平洋事務局に遅滞なく報告した。

［砂川富正、駒瀬勝啓］

8. サーベイランスのデータ分析と還元

サーベイランスデータの分析、アウトブレイクの検出とリスク

評価、対応、情報発信等を実施した。

［砂川富正、高橋琢理、有馬雄三、加納和彦、齊藤剛仁、土

橋酉紀、大竹由里子、赤塚昌江、新井伸一、高原理、FETP

一同、松井珠乃、福住宗久、山岸拓也、八幡裕一郎、神谷

元、島田智恵、多屋馨子、大石和徳］

9. 麻しんおよび風しん速報（グラフ・マップ）の作成・公開

感染症発生動向調査により得られた麻しんおよび風しん

の報告をもとにグラフ及び日本地図を作成し、毎週火曜日に

感染症疫学センターのホームページ上に公開した。麻しんの

速報グラフの公開は 2008 年第 3 週から開始したものであり、

①週別累積報告数（第 1 週～当該週の折れ線グラフ）、②週

別報告数（第 1 週～当該週の棒グラフ）、③都道府県別報告

数病型別報告数（当該週分の棒グラフ）、④都道府県別病

型別累積報告数（第 1 週～当該週累積分の棒グラフ）、⑤都

道府県接種歴別累積報告数（第 1 週～当該週累積分の棒

グラフ）、⑥年齢群別接種歴別累積報告数（第 1 週～当該週

累積分の棒グラフ）、⑦年齢群別累積報告数割合（第 1 週～

当該週累積報告分の円グラフ）、⑧週別推定感染地域（国

内・外）別累積報告数（第 1 週～当該週累積分の棒グラフ）、

⑨都道府県別人口 100 万人あたり報告数（第 1 週～当該週

累積分の棒グラフ）（2011 年第 13 週より追加）、⑩都道府県

別報告状況（第 1 週～当該週の週毎の日本地図）を作成し

た（2018 年 3 月現在 10 種類のグラフ・マップ）。

風しんの速報グラフの公開は 2012 年第 19 週から開始した

ものであり、①週別累積報告数（第 1 週～当該週の折れ線グ

ラフ）、②週別報告数（第 1 週～当該週の棒グラフ）、③都道

府県別報告数病型別報告数（当該週分の棒グラフ）、④都

道府県別病型別累積報告数（第 1 週～当該週累積分の棒

グラフ）、⑤接種歴別男女別累積報告数（第 1 週～当該週累

積分の棒グラフ）、⑥年齢群別男女別累積報告数（第 1 週～

当該週累積分の棒グラフ）、⑦週別推定感染地域（国内・外）

別累積報告数（第 1 週～当該週累積分の棒グラフ）、⑧都道

府県別人口 100 万人あたり報告数（第 1 週～当該週累積分

の棒グラフ）、⑨都道府県別報告状況（第 1 週～当該週の週

毎の日本地図）を作成した（2019年 3月現在 9 種類のグラフ・

マップ）。

［多屋馨子、佐藤弘、新井智、加納和彦、田中佳織、熊田

萌］

10. 風しんの特定感染症予防指針の改正に伴う届出基準

等の変更に係る業務

風しんに関する特定感染症予防指針改定に関連し、その

風疹に関する疫学データの提供、届出基準・届出票等の改

正に関わる厚生労働省健康局結核感染症課の業務に協力

した。

［砂川富正、高橋琢理、有馬雄三、土橋酉紀、加納和彦、齊

藤剛仁、加藤信子、佐藤弘、新井智、神谷元、多屋馨子、松

井珠乃、大石和徳；竹田誠、森嘉生（ウイルス第三部）］

11. 百日咳の全数届出変更に係る業務

5 類定点把握対象疾患であった百日咳の全数届出疾患

への変更に伴う厚生労働省健康局結核感染症課の届出基

準策定、届出票変更及び関係者へのヒアリング・調整等を行
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った。

[砂川富正、高橋琢理、神谷元、多屋馨子、大石和徳；蒲地

一成、大塚菜緒（細菌第二部）]

II. 感染症サーベイランスシステムに関する業務

1. 感染症発生動向調査システム

NESID の政府共通プラットフォームへの移行（2018 年 3 月

実施予定）に向け、感染症疫学センターは厚生労働省健康

局結核感染症課の移行に関する仕様策定に中央感染症情

報センターとして協力するとともに、本移行に関わる自治体

等、関係諸団体との調整を行った。

［砂川富正、齊藤剛仁、土橋酉紀、高橋琢理、有馬雄三、加

納和彦、椎野偵一郎、加藤信子、赤塚昌江、大石和徳］

2. 病原体検出情報システム

2017 年 3 月 29 日発出の CRE 試験検査の実施に関する

通知発出に伴い、NESID システムでの CRE 検査結果入力

に関するシステム更改の方向性について、厚生労働省健康

局結核感染症課および細菌第二部と情報交換を行い、実施

方法について検討を行った。

［土橋酉紀、齊藤剛仁、赤塚昌江、高原理、徳永真里子、加

納和彦、高橋琢理、加藤信子、砂川富正］

3. 感染症流行予測調査システム

感染症流行予測調査システムは、NESID の政府共通プラ

ットフォームへの移行（2018 年 3 月稼働）に伴い、長年の懸

案事項であった感染源調査もシステム化した。これにより感

染症流行予測調査事業のデータは 2018 年度からすべてセ

ントラルデータベースで一元管理されることとなった。

［佐藤弘、北本理恵、新井智、多屋馨子］

III. 感染症に関する情報収集・発信業務

1. 各種疾患別情報および新着情報などのインターネットホ

ームページへの掲載、更新、維持

(１) 患者情報の提供

感染症発生動向調査の各種集計および解析結果、時系

列グラフ、地図グラフをホームページ上に掲載し、定期的に

更新、維持管理を行った。また、各種疾患別情報および新

着情報についても内容を検討し、維持管理を行った。

［新井伸一、大竹由里子、齊藤剛仁、加納和彦、椎野貞一

郎、高橋琢理、加藤信子、砂川富正、大石和徳］

(２) インターネット等による病原体情報の提供

①感染研ホームページのリニューアルに伴う「病原体検出情

報」ホームページの移行とリニューアルを随時行った。

②「病原微生物検出情報（IASR）」ホームページに、印刷版

と平行して毎月 HTML 版と PDF 版 の病原微生物検出情報

月報を国内外に提供した。また、病原体名、疾病名から検索

できる月報特集記事索引（日、英）を毎月更新して掲載し

た。

③病原体情報報告機関に対して、迅速に情報を還元するた

めに、毎日 NESID の病原体検出情報システムに登録された

データの還元情報速報閲覧と定型帳票ダウンロードのペー

ジを更新した。厚生労働省の情報システムのセキュリティに

関する（A-B 遮断問題）のため、病原体検出 情報の速報グ

ラフ・集計表は、2015 年 6 月 10 日以降、自動更新が停止し、

週に 1 回手動作業によりデータ公開を行っている。

④オンラインで随時報告されるデータの追加・変更を反映さ

せた速報グラフと集計表および累積データに基づく統計表と

グラフを IASR ホームページに掲載した（NESID の病原体検

出情報システムで作成される定型帳票のグラフと集計表につ

いては毎日更新）。

⑤地方衛生研究所（地研）などから提供された速報記事を随

時 IASR ホームページに掲載した。

⑥地研からの病原体個票によるインフルエンザウイルス分離

報告を集計し、日本の週別型別分離数データとして WHO の

Flu Net へのアップロードを流行期間中毎週行った。

⑦麻疹ウイルス遺伝子型別内訳 一覧（都道府県・発病日・

渡航先などの情報）を IASR ホームページ上に掲載した

（2014 年末からは年毎の遺伝子型別情報を PDF・CSV の形

で作成し、随時更新）。

⑧地研と検疫所の検査情報担当者メーリングリストを更新し、

毎月の予定やシステム運用の連絡、速報記事掲載のお知ら

せ、インフルエンザウイルス検出速報・麻疹ウイルス検出速

報・風疹ウイルス検出速報・ノロウイルス検出速報の更新の

お知らせなどウイルス担当者や細菌検査担当者への情報提

供を行った。

［土橋酉紀、赤塚昌江、徳永真里子、新井伸一、齊藤剛仁、

高原理、砂川富正、大石和徳］

2. 海外感染症情報の収集と評価
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WER （WHO）、MMWR （米国 CDC）、Eurosurveillance 

Weekly（EU）、Health Protection Report（英国）、その他種々

のウエブページ上での感染症情報を収集･評価した。

［FETP 一同、齊藤剛仁、高橋琢理、加納和彦、土橋酉紀、

有馬雄三、大日康史、菅原民枝、福住宗久、山岸拓也、八

幡裕一郎、神谷元、島田智恵、新井智、佐藤弘、森野紗衣

子、花岡希、松井珠乃、砂川富正、多屋馨子、藤本嗣人、大

石和徳；金井瑞恵（大阪市保健所）、忽那賢志、片浪雄一

（国立国際医療研究センター）、金山敦宏（防衛医科大学

校）、小林彩香（陸上自衛隊）、西島健（IDES 研修生）］

3. 感染症流行時の情報発信

感染症疫学センターのホームページ（特にトップページ）を

利用しての効果的な情報発信の工夫に努めた。デング熱、

エボラウイルス病、MERS コロナウイルス感染症、腸管出血性

大腸菌感染症、麻疹、風疹などを追加するように努めた。

［砂川富正、齊藤剛仁、土橋酉紀、高橋琢理、有馬雄三、加

納和彦、椎野偵一郎、大竹由里子、新井伸一、新井智、佐

藤弘、多屋馨子、松井珠乃、島田智恵、八幡裕一郎、福住

宗久、菅原民枝、大日康史、FETP 一同、大石和徳］

4. 麻疹施設別発生状況の確認

厚生労働省が事業として実施している、麻しんの学校等に

おける調査（保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校等

における麻疹による欠席者数、休校・学年閉鎖・学級閉鎖の

あった施設数）の結果について毎週確認を行い、四半期毎

に集計した結果をホームページに公表した。

［田中佳織、大竹由里子、中里篤、多屋馨子］

IV. 感染症流行予測調査事業に関する業務

1. 感染症流行予測調査報告書の作成

厚生労働省健康局結核感染症課及び感染研関係各部と

共同で、平成 27 年度（2015 年度）報告書を作成した。

［多屋馨子、佐藤弘、北本理恵、新井智、森野紗衣子、新橋

玲子、田中佑太、佐藤廉、大石和徳］

2. 感染症流行予測調査結果の発信

2018 年度感染症流行予測調査のうち、流行シーズン前の

インフルエンザ抗体保有状況については 2018 年 12 月、ブタ

の日本脳炎抗体保有状況については 2018 年 7 月から 12 月

まで計 7 回、速報結果をホームページに掲載した。

［佐藤弘、多屋馨子、新井智、森野紗衣子、北本理恵、田中

佳織、大石和徳］

3. 感染症流行予測調査実施要領の作成

厚生労働省健康局結核感染症課と共同で、2018 年度版

を作成した。

［多屋馨子、佐藤弘、北本理恵、新井智、大石和徳］

4. 感染症流行予測調査システムの運用

各自治体における 2018 年度感受性調査データ及び感染

源調査データの登録をサポート、また、トラブルに対する調査、

対応を行った。

登録が確定した 2017 年度の感受性調査データは集計を

迅速に行い報告書作成の資料とした。

［北本理恵、佐藤弘、多屋馨子、大石和徳］

5. 事務局業務

厚生労働省健康局結核感染症課、都道府県、都道府県

衛生研究所、感染研関係各部との密接かつ円滑な連携を保

つための業務を行った。

［多屋馨子、佐藤弘、北本理恵、新井智、森野紗衣子、大石

和徳］

V. 感染症情報の収集、評価及び予防対策の策定

1. 生物学的製剤に起因する感染症に関する安全性関連

情報収集業務

移植片、輸血、タンパク製剤など生物由来の医療関連材

料によると考えられる起因すると推察される感染症を、早期

に把握し、情報提供することにより、健康被害の拡大を防ぐこ

とを目的とした情報収集のため、として情報収集している。

国内外の文献情報等を感染研各部の協力も得ながら、定

期的に収集し、その調査情況を生物学的製剤由来感染症

評価検討委員会へ提出し、その調査、して対応の緊急性を

協議・評価し、感染症研究所としての科学的見知からコメント

し、関係諸機関へ報告した。

情報収集の実績は、平成 30 年度では 20 件の協議・評価

を行い 2 件の報告を行った。

［松井珠乃、松本喜美子、大石和徳；宮崎義継（真菌部・ハ

ンセン病研究センター）］
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2. 新興感染症のリスクアセスメント

平成 30 年度には、鳥インフルエンザ（H7N9）（1 回）、高病

原性鳥インフルエンザ（1 回）、黄熱（3 回）について最新の知

見に基づき、リスクアセスメントを行い、ホームページ上で公

開した。

外務省領事局からの要請に基づき、在外医務官むけに、

感染症による健康危機事例に対するリスクアセスメントの手

順書を作成した。その作成過程においては、医務官らとワー

クショップを開催した。

［島田智恵、松井珠乃、大石和徳］

VI. 血清銀行に関する業務

1. 血清の保管および血清払い出し業務

感染症流行予測調査事業のため各都道府県において収

集し用いた後の余剰血清のうち、国内血清銀行での保管承

諾が血清提供者から得られた血清を受け入れ、血清銀行で

保管している。2018 年度（2017 年採血血清）の受け入れ血

清は 19 県、4,415 検体であった。また、内外研究者からの保

管血清使用申請に応じ、血清銀行運営委員会による審査を

行い承認が得られた研究に対し、血清分与を行った（2018

年度申請 1 件、血清分与 630 本）。

［新井智、田中佳織、北本理恵、多屋馨子、佐藤弘、田中

佑太、大石和徳］

2. 職員血清の保管業務

2018 年度の職員血清を受け入れ保管し、規定の保管期

間を経た血清は抜き出し、廃棄のためにバイオセーフティ

管理室に引き渡した。

［佐藤弘、多屋馨子、新井智、大石和徳］

3. 事務局業務

2018 年度の血清利用申請に対し、審査の準備、連絡、

委員会の開催など、運営に係わる業務を事務局として行っ

た。

［多屋馨子、新井智、北本理恵、大石和徳］

VII. 予防接種後副反応報告の入力・集計に関する業務

厚生労働省からの依頼に基づき、副反応解析事業の一環

として予防接種後副反応疑い報告書の電子化（入力アプリ

の構築）、及びデータ落とし込みの自動化によるデータ分析

基盤の確立と、データ分析ツールの導入を行い、副反応デ

ータ分析環境の構築を行った。

［多屋馨子、新井智、佐藤弘、森野紗衣子、田中佳織］

VIII. 国際協力関係業務

1. 国際的調査協力及び支援、国際協力関係業務

（１）GHSAG に対する技術支援と関係国との早期情報共有

G7 加盟国、メキシコ、E.U.による、Global Health Security 

Initiative の技術的 WG である GHSAG の、リスクコミュニケー

ションおよび管理ワーキンググループの CBRN 早期検知と早

期対応のプロジェクト（EARProject）について、ワークショップ

に参加し国際的な健康危機事例検知手法とそのリスク評価

手法の改善および EIOS 情報プラットフォームの改良につい

て協力した。またプロジェクトプラットフォームを用いた情報分

析の日本の年間担当分を実施した。

［重松美加、松井珠乃］

（２）JICA、国際緊急援助隊（JDR）感染症対策チームへの貢

献

2018 年赤道州エボラウイルス病の対応に調査チーム・本

体として 2 名が参加し、疫学・サーベイランス支援（検疫所で

のサーベイランス強化、国内検疫官指導者教育、検疫関連

データマネージメント強化支援）に貢献した。また、派遣前の

研修や派遣に係る仕組みについては、未だ試行錯誤しなが

ら整備中であり、作業部会員、研修担当として支援を行って

いる。

2018 年の DRC エボラ派遣活動に関し、筑波大学主催の

国際学会 TGSW で発表を行った。

［山岸拓也、神谷元、島田智恵、松井珠乃、大石和徳］

2. WPRO への協力

2018 年 11 月に The First Workshop for WPR Field 

Epidemiology Fellowship Programme Alumni を WPRO と共

催し、WHO 西太平洋地域事務局域内国における急性事例

のリスク評価の体制構築に貢献した。また WPRO における会

議について、テンポラリーアドイバイザーもしくはコンサルタン

トとして、会議開催を支援した。また技術協力の一環として、

研究員 1 名を WPRO の健康危機管理部に派遣している。

2018 年 11 月 15〜16 日に WPRO 主催による FETP Alumni
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会議を開催した。

［山岸拓也、松井珠乃、大石和徳］

3. ASEAN+3 実地疫学研修ネットワーク（FETN）における

国際連携強化

2018 年 9 月に第 9 回 FETN 運営委員会を、「plus 3」国とし

て初めて、主催国・議長国（カンボジアが共同議長）として開

催した。同委員会、およびで FETN 事務局が開催する、加盟

国間でのビデオカンファレンスにおいて。各国の FETP の関

係者と健康危機事例への対応、情報共有方法、研修方法に

ついて意見交換した。

［松井珠乃、島田智恵、大石和徳］

4. 海外からの研修生への感染症疫学センターの活動及

び感染症対策に関する情報提供と広報

国立国際医療センター海外研修生、JICA 留学生、各国

保健医療および政府関係者などの来所時または別の研修

場所において（JICA 九州など）に、感染症疫学センターの活

動、国内感染症の発生動向、国内および国際連携による感

染症対策の現状、予防接種、国際保健規則を含む国際感

染症対策、パンデミック対策などについての研修、病原体情

報の説明、情報提供、広報業務を行った。他に当所研究発

表会若手研究者発表、当所一般公開アウトブレイク探偵、サ

イエンスカフェ等も含まれる。

［大石和徳、藤本嗣人、大日康史、重松美加、砂川富正、有

馬雄三、高橋琢理、椎野禎一郎、多屋馨子、新井智、熊田

萌、森野紗衣子、島田智恵、福住宗久、神谷元、山岸拓也、

FETP 一同］

5. 感染研エイズ研究センター・JICA 共催国際研修への

協力

エイズ研究センターと JICA の共催で行われている国際研

修「Laboratory Techniques for Diagnosis and Monitoring of 

HIV Infection」の講師・トレーナーとして、実習・講義を行っ

た。研修内容は、HIV ウイルス遺伝子配列の解析法・系統樹

作成法・薬剤耐性変異の検出法・分子進化学の基礎・分子

系統樹作成法であった。

［椎野禎一郎］

6. 科学技術振興機構「さくらサイエンスプラン」によるアジ

ア FETP との連携強化

科学技術振興機構「さくらサイエンスプラン」のファンドサポ

ートにより、アジア諸国から FETP 研修生を招き、日本の

FETP と一緒に生物統計を受講した。同時に各国の FETP の

状況や問題となっている感染症について情報交換、意見交

換を行った。今年度はタイ、モンゴル、ミャンマー、台湾から

合計 8 名の FETP 生が参加した。これによりアジア諸国の

FETP との連携強化が期待される。

［大澤英司（企画調整主幹）、熊谷優子（国際協力室）、大石

和徳、松井珠乃、神谷元、島田智恵、八幡裕一郎、福住宗

久、山岸拓也、青柳順子］

IX. 研修業務

1. 感染症危機管理およびそれに関わる人材養成（実地

疫学専門家養成プログラム：FETP）に関する業務

［研修指導：福住宗久、山岸拓也、八幡裕一郎、神谷元、島

田智恵、Matthew Griffith、松井珠乃、大石和徳］

2. 全般実施状況

FETP の実施は 20 年目となり、平成 31 年 3 月に 19 期生

3 名が研修を終了した。

3. FETP の運営

（１）研修生の指導

2010 年度に開発した実地疫学コンピテンシー評価システ

ムを基盤とし、サーベイランスやメディア情報などから探知し

たアウトブレイク、また実際に関与した積極的疫学調査を管

理し、感染症のモニタリングを実施した。また、USCDC の EIS

プログラムで用いられている活動評価システムを導入し改訂

版評価シートを用い、FETP の研修の進捗状況の確認、疑問

点の明確化などを行いながら指導を実施した。

（２）アウトブレイク疫学調査指導

アウトブレイク発生に際し、FETP の疫学調査の現地調査

指導を行った。

4. 感染症集団発生事例の実地疫学調査協力

平成 30 年度、以下の事例に対して、地方自治体及び厚

生労働省からの要請を受けて調査協力を行った。

 麻疹アウトブレイク事例（那覇市）
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 麻疹アウトブレイク事例（沖縄県）

 多剤耐性アシネトバクター属菌院内集積事例（静岡

市）

 多剤耐性アシネトバクター属菌院内集積事例（北九州

市）

 医療機関内セレウス菌感染症アウトブレイク事例（茨城

県）

 細菌性赤痢アウトブレイク事例（葛飾区）

 麻疹アウトブレイク事例（三重県）

 バンコマイシン耐性腸球菌院内感染事例（大津市）

 麻疹アウトブレイク事例（大阪府）

 バンコマイシン耐性腸球菌院内感染事例（青森県八戸

市）

［前述研修指導者］

5. 研修活動（講義・セミナー受講）

サーベイランス評価セミナー（Matthew Griffith; 5 月）に加

え、生物統計セミナー（Jose Binongo; 7 月）、アウトブレイク調

査・食中毒・チームビルディング・リスクコミニュケーションに関

するセミナー（John Kobayashi; 10 月）、分子疫学セミナー

（Lee Riley;12 月）、サイエンティフィックライティングセミナー

（James Fielding; 2 月）を開催した。

6. 教育研修（講義実施）

・FETP および FETP 担当職員は、地方自治体の感染症危機

管理研修会（東京都、宮城県、富山県、三重県、埼玉県、滋

賀県、群馬県、静岡県、山形県、山梨県、岡山県、栃木県、

神奈川県、千葉県、岐阜県、熊本県、川崎市、新潟市、名古

屋市、国立保健医療科学院）での講義・演習を実施した。

・東京大学大学院農学生命科学研究科獣医学専攻の学生

向けに、アウトブレイク調査のケーススタディを行った。

・厚生労働省東京検疫所が開催した東京港保健衛生管理

運営協議会感染症担当者会議で MERS のリスク評価につい

て講義を行った。

・産業医学研修会で職域における感染症対策について講義

を実施した。

・福島市、横須賀市で耐性菌と耐性菌アウトブレイク事例へ

の対応について講義を行った。

・福島市で麻疹、蚊媒介感染症に関する講義を行った。

・沖縄県、神奈川県、栃木県で食品媒介感染症の調査方法

に関する講義・演習を実施した。

・東京都教育庁からの依頼にもとづき、都内で学校感染症に

関する講習会を行った。

・当所獣医科学部主催の獣医学部学生向け短期セミナーで

感染症危機管理についての講義を行った。

・第 77 回日本公衆衛生学会総会感染症事例リスク評価研修

会で、カルバペネム耐性腸内細菌科細菌事例のリスク評価

のトレーニングを行った。

・国際医療研究センターと共催で、第 6 回医療疫学講習会を

実施し、講義とケーススタディを行った。

・日本病院会が開催する平成 30 年度感染症対策担当者の

ためのセミナーにおいて院内感染のアウトブレイクの実地疫

学調査について講義を行った。

7. 感染症疫学研究

平成 30年度に研修終了した 19 期生が以下の特別論文長

期プロジェクトの研究発表を行った。

・加賀優子 「風しんに関する特定感染症予防指針」改正前

後における風疹症例の検査実施の動向

・上月愛瑠 感染症発生動向調査の届出におけるオウム病

の疫学変化と性差、2007–2016 年

・川上千晶 感染性発生動向調査および病原体検出情報シ

ステムから見た国内のカルバペネム耐性腸内細菌科細菌

（CRE）感染症 2017 年 4 月–2018 年 3 月

8. 感染症サーベイランス活動

毎週ごとに収集されるサーベイランス報告対象疾患の情

報を監視・解析し、必要に応じて地方自治体とともに公衆衛

生的介入を実施した。

・ 腸管出血性大腸菌感染症サーベイランスに対する情

報交換・還元

・ 性感染症の発生動向に基づいた提言

・ 定点把握疾患の発生動向をモニター

・ 麻疹および風疹症例増加に対する予防接種推奨

・ 水痘入院例の発生動向をモニター

・ 急性脳炎（脳症を含む）・急性弛緩性麻痺（急性灰白

髄炎を除く）の発生動向をモニター

・ 新型インフルエンザの発生動向監視、等

［前述研修指導者、森野紗衣子、新橋玲子、多屋馨子、高

橋琢理、有馬雄三、土橋酉紀、加納和彦、齊藤剛仁、砂川
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富正］

9. 感染症情報の還元

感染症サーベイランス、感染症集団発生事例に対する実

地疫学調査協力などで得られた情報を病原体検出情報

（IASR）、感染症発生動向調査週報（IDWR）などを通じて国

民、公衆衛生従事者などに還元した。

［当センター一同］

10. 予防接種従事者研修

公益財団法人予防接種リサーチセンターが主催する予防

接種従事者研修会の講師として、予防接種で予防可能疾患

に関する国内疫学情報について、研修用資料を作成し、全

国で研修会講師を勤めた。

［多屋馨子、神谷元、砂川富正、福住宗久、森野紗衣子、島

田智恵、大石和徳］

11. 自治体主催の予防接種に関する研修会

予防接種ならびに予防接種で予防可能な疾患に関する

研修会で講師を勤めた。

［多屋馨子、砂川富正、神谷元］

12. 感染症危機管理研修会

感染症疫学センターが事務局を務め、1997 年度より定期

的に実施している感染症危機管理研修会を平成 30 年 10 月

17 日、18 日に開催した。2018 年度の事務局は、第 2 室を中

心に感染症疫学センター全員、FETP 及び宮間浩史が担当

した。

研修内容として、厚生労働省の対応 4 演題、最近のトピッ

クス 4 演題、院内感染、AMR4 演題、新しいサーベイランス 3

演題、輸入感染症に関する話題 3 演題の他、ポスターセッシ

ョン及びケーススタディ演習等を行った。全国の感染症担当

部局、保健所、衛生研究所等から延べ約 140 名が受講し

た。

［当センター職員（主担当は第三室）、FETP 一同］

13. 国立保健医療科学院による研修

（１）国立保健医療科学院による短期研修ウイルス研修の実

施

平成 30 年 11 月 5 日から 22 日まで 14 日間、国立感染症

研究所村山庁舎で、短期研修ウイルス研修（国立保健医療

科学院・当所共同実施）を行った。本研修は、全国地方衛生

研究所において、ウイルス検査業務に従事する専門職員を

対象とし、下痢症ウイルス感染症の基礎的および新しい検査

診断技術・知識の習得を目的としている。受講生は、20 名で

あった。なお、本研修は、感染症疫学センターをはじめ、当

所関連各部・センター・室、国立医薬品食品衛生研究所食

品衛生管理部、全国衛生研究所（東京都、埼玉県、千葉県、

神奈川県、山口県、川崎市、栃木県）、大阪健康安全基盤

研究所、群馬パース大学等の協力を得て遂行された。

［岡本貴世子、村上光一、大石和徳、多屋馨子、砂川富正、

加納和彦、小林純子、門澤和恵］

（２）国立保健医療科学院による短期研修新興再興技術研

修の実施

平成 30 年 10 月 15 日から 19 日まで 5 日間、国立感染症

研究所村山庁舎で、短期研修新興再興技術研修（国立保

健医療科学院・当所共同実施）を行った。本研修は、全国地

方衛生研究所において、細菌検査業務に従事する専門職

員を対象とし、レジオネラ感染症の基礎的および新しい検査

診断技術・知識の習得を目的としている。受講生は 19 名で

あった（20 名のところ 1 名辞退）。なお、本研修は、細菌第一

部、感染症疫学センターをはじめ、当所関連各部・センター・

室、全国衛生研究所（富山県、大分県、北海道）、群馬パー

ス大学等の協力を得て遂行された。

［村上光一、岡本貴世子、大石和徳、土井朋美、山田珠美］

（３）国立保健医療科学院による食品衛生危機管理研修

国立保健医療科学院における短期研修である食品衛生

危機管理研修で食中毒のアウトブレイク発生時の疫学調査

方法及び広域模食中毒事例に関する講義を行った。

［八幡裕一郎］

（４）国立保健医療科学院による健康危機管理（感染症）の

研修

国立保健医療科学院専門課程 I, II の科目：健康危機管

理（感染症）にて感染症サーベイランス・予防接種・災害対

応・アウトブレイク調査等に関する講義を行った。

［多屋馨子、砂川富正、八幡裕一郎、大石和徳、FETP 一

同］
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（５）国立保健医療科学院による感染症集団発生対策研修

国立保健医療科学における院短期研修である感染症集団

発生対策研修で講義（感染症のアウトブレイク調査ステップ、

感染症アウトブレイク事例）およびケーススタディを行った。

［島田知恵、山岸拓也、FETP 一同］

14. 厚生労働省地方厚生局食品衛生監視員研修会

厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課食中毒被

害情報管理室が主催する地方厚生局食品衛生監視員研修

会で、アウトブレイク調査のステップの講義及びケーススタデ

ィを実施した。

［八幡裕一郎］

15. 台湾 CDC 研究員の研修

台湾 CDC の研究員を 1 週間受け入れ、エンテロウイルス分

離など基本的な研修を行なうとともに、情報交換した。

［藤本嗣人、花岡希ほか第四室メンバー］

16. その他の研修の実施

（１）希少感染症診断技術向上事業に関する業務

平成 31 年 2 月 19～20 日に全国自治体の検査技術担当

者に対して所全体で、必要かつ要望が多かった検査等に

関する研修をおこなった。

［当センター職員（主担当は第四室）、宮﨑義継（真菌部）］

（２）医師卒後研修

所開催の医師卒後研修に講師として参加した。

［福住宗久、多屋馨子、砂川富正］

（３）福岡大学のアデノウイルス検査研修および共同研究

アデノウイルスの調査研究に関する研修ならびに共同研

究を実施した。

［藤本嗣人、花岡希、川村朋子；内尾英一（福岡大学）］

（４）北海道大学工学部・人畜共通リサーチセンターとの共

同研究

北海道大学工学部ならびに人畜共通リサーチセンターと

共同研究を実施した。

［藤本嗣人、花岡希］

（５）岡山大学研修生の受け入れ

岡山大学研修生の受け入れを行い、研修を指導した。

［当センター第二室、第三室］

（６）琉球大学研修生の受け入れ

琉球大学研修生の受け入れを行い、研修を指導した。

［当センター第二室、第三室］

（７）東京女子医科大学東医療センターとの共同研究と協力

研究員の受け入れ

東京女子医科大学東医療センターの医師１名を受け入れ、

共同研究を実施した。

［藤本嗣人、高橋健一郎、花岡希ほか第四室メンバー］

X. その他

1. 情報提供及び広報活動

（１）電話、メールによる問い合わせ業務

予防接種、麻疹、風疹、ポリオ、人獣共通感染症、薬剤耐

性菌、性感染症等、電話、メール（info@nih.go.jp）による問

い合わせに対応した。特に、感染症が流行した場合、メディ

アで報道された場合、医療従事者、自治体、保健所、メディ

ア等を含めて、年間の問い合わせが急増した。

なお、サイトに掲載された情報についての一次的な対応は

情報管理専門官が行い、取材に至る以前のデータの見方や

データの保管場所等については適宜説明を行った。問合せ

の多い時期では１日あたり約 20 件程度の電話対応を行った。

また、IDWR や IASR 等に掲載されている図表等についての

使用申請については年間約 200 件の対応を行った。

［FETP 一同、神谷元、八幡雄一郎、山岸拓也、福住宗久、

島田智恵、松井珠乃、多屋馨子、新井智、佐藤弘、砂川富

正、齊藤剛仁、高橋琢理、土橋酉紀、有馬雄三、宮間浩史、

大石和徳］

（２）来所者への感染症疫学センターの活動および感染症対

策に関する情報提供と広報

国内生徒、学生の修学旅行や社会見学などの来所時に、

当センターの活動、国内感染症の発生動向、国内および国

際連携による感染症対策の現状、エボラ出血熱や MERS 等
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を含む国際感染症対策、パンデミック対策などについての情

報提供、広報業務をおこなった。

［大石和徳、松井珠乃、大日康史、菅原民枝、神谷元、島田

智恵、福住宗久、山岸拓也、八幡裕一郎、砂川富正、高橋

琢理、齊藤剛仁、土橋酉紀、加納和彦、有馬雄三、多屋馨

子、新井智、佐藤弘、藤本嗣人、花岡希、布施晃］

（３）メディアへの対応

国内外において注目を集めた感染症、特にインフルエン

ザ、麻疹、風疹（先天性風疹症候群を含む）、腸管出血性大

腸菌感染症、伝染性紅斑、手足口病、梅毒、エボラ出血熱

等の流行に伴い、メディアからの取材対応を行った（ピーク時

には連日対応）。

［多屋馨子、砂川富正、有馬雄三、松井珠乃、島田智恵、神

谷元、藤本嗣人、齊藤剛仁、宮間浩史、大石和徳］

（４）予防接種情報公開に関する業務

日本の定期／任意予防接種スケジュールついては、制度

変更時に随時変更し公開した。当センターHP 予防接種情報

のページを更新した。

［多屋馨子、熊田萌、大石和徳］

（５）感染症意見交換会の開催

IASRで特集された疾患を対象として、メディア等を対象とし

た感染症意見交換会を、毎月最終週の月曜日に開催した。

［多屋馨子、砂川富正、藤本嗣人、宮間浩史、松石みゆき、

大石和徳、他所内職員］

XI. 厚生労働省等 部会等 委員

内閣官房新型インフルエンザ等対策有識者会議 委員［大

石和徳］

厚生労働省厚生科学審議会感染症分科会予防接種・ワクチ

ン分科会 臨時委員［大石和徳］

厚生労働省厚生科学審議会感染症分科会感染症部会 臨

時委員［大石和徳］

厚生労働省麻しん・風しんに関する小委員会 委員長 ［大

石和徳］委員［多屋馨子］

公衆衛生情報研究協議会 理事［大石和徳］

日本医師会予防接種・感染症危機管理対策委員会委員

［大石和徳］

日本病院会感染症対策委員会委員 ［大石和徳］

独立行政法人国際協力機構国際緊急援助隊感染症対策チ

ーム作業部会 部会員［大石和徳、松井珠乃、神谷元、島田

智恵］

厚生労働省薬事・食品衛生審議会 食中毒部会員 委員

［砂川富正］

エイズ予防財団エイズ動向委員会 委員  ［砂川富正］

内閣府食品安全委員会専門 委員 ［砂川富正］

文部科学省学校給食における衛生管理の改善・充実に関す

る調査研究協力者会議 委員 ［砂川富正］

厚生労働省厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会 予

防接種基本方針部会 委員［多屋馨子］

厚生労働省厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会 副

反応検討部会 委員［多屋馨子］

厚生労働省厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会 予

防接種基本方針部会ワクチン評価に関する小委員会 委員

［多屋馨子］

厚生労働省麻疹排除認定会議 委員［砂川富正、多屋馨

子］

厚生労働省疾病・障害認定審査会 感染症・予防接種審査

分科会 委員［多屋馨子］

厚生労働省日本ポリオ根絶会議 構成員 ［多屋馨子］

日本学術会議連携会員［多屋馨子］

AMED プログラムオフィサー［多屋馨子］

XII. レファレンス業務

1. アデノウイルスレファレンスセンターとしての活動

全国の地区レファレンスセンターとともに、アデノウイルス

検査体制の全国調査（以下の質問項目）を実施した。その結

果、アデノウイルス 54 型による流行性角結膜炎の全国規模

の流行が明らかになった。

・細胞の送付

・難同定株の同定

・検査法の標準化

・マニュアル

・検査法に関する問い合わせへの対応

・新しい検査法の開発

・アデノウイルス感染症に関する啓発

・正確な情報発信（HP・メディア）
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［花岡希、藤本嗣人、全国地方衛生研究所］

２．Escherichia alberti のレファレンスセンターとしての活動

平成 28 年 11 月 9 日健感発 1109 第 2 号 Escherichia 

albertii に係る報告について（依頼）に基づき、全国の地方

衛生研究所、保健所、医療施設等へ本菌あるいは本菌の

DNA の配布を行った。

［村上光一、土井朋美、山田珠美］

XIII. 品質管理に関する業務

１. 検定検査業務内部監査

検定検査業務内部監査員のチームメンバーとして所内の

検定業務について、所内外部監査を担当した。

［藤本嗣人］

2．病原体等取扱安全監視委員会活動

病原体等取扱安全監視委員の委員として国立感染症研

究所（戸山庁舎・村山庁舎）の P3 施設の安全監視を行った。

［藤本嗣人］

3．検定検査業務委員会での副反応疑い報告

ワクチンの検定に従事する担当者が毎月集まる検定検査

業務委員会で、四半期毎に副反応サーベイランスについて検

討し報告した。

［多屋馨子、新井智、佐藤弘、森野紗衣子、田中佳織、大石

和徳（以上、当センター）、落合雅樹、内藤誠之郎、藤田賢太

郎、加藤篤（以上、品質保証・管理部）］
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XIV. 研修員一覧

氏名 区分 所属

JOHN M. KOBAYASHI 客員研究員 第一室

谷口 清州 客員研究員 第一室

中島 一敏 客員研究員 第一室

多田 有希 客員研究員 第二室

安井 良則 客員研究員 第二室

山下 和予 客員研究員 第二室

西尾 治 客員研究員 第四室

木村 博一 客員研究員 第六室

石岡 大成 客員研究員 センター長室

岡部 信彦 客員研究員 センター長室

布施 晃 客員研究員 センター長室

吉倉 廣 客員研究員 センター長室

新城 アシュリー 協力研究員 第一室

新城 雄士 協力研究員 第一室

安藤 美恵 協力研究員 第一室

五十嵐 正巳 協力研究員 第一室

石金 正裕 協力研究員 第一室

伊東 宏明 協力研究員 第一室

牛澤 洋人 協力研究員 第一室

大平 文人 協力研究員 第一室

加賀 優子 協力研究員 第一室

加藤 博史 協力研究員 第一室

金山 敦宏 協力研究員 第一室

金井 瑞恵 協力研究員 第一室

河端 邦夫 協力研究員 第一室

具 芳明 協力研究員 第一室

栗田 順子 協力研究員 第一室

小林 彩香 協力研究員 第一室

小林 美和子 協力研究員 第一室

古宮 伸洋 協力研究員 第一室

杉下 由行 協力研究員 第一室

鈴木 智之 協力研究員 第一室

鈴木 葉子 協力研究員 第一室

関谷 紀貴 協力研究員 第一室

高橋 亮太 協力研究員 第一室

田﨑 陽典 協力研究員 第一室

田中 好太郎 協力研究員 第一室

田渕 文子 協力研究員 第一室

徳田 浩一 協力研究員 第一室
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豊川 貴生 協力研究員 第一室

中瀬 克己 協力研究員 第一室

中村 奈緒美 協力研究員 第一室

蜂巣 友嗣 協力研究員 第一室

藤谷 好弘 協力研究員 第一室

堀 成美 協力研究員 第一室

牧野 友彦 協力研究員 第一室

三﨑 貴子 協力研究員 第一室

柳楽 真佐実 協力研究員 第一室

山口 亮 協力研究員 第一室

山田 文也 協力研究員 第一室

吉田 眞紀子 協力研究員 第一室

涌井 拓 協力研究員 第一室

渡邊 愛可 協力研究員 第一室

奥村 徹 協力研究員 第二室

奥野英雄 協力研究員 第三室

荻（榎本） 美貴 協力研究員 第四室

川村 朋子 協力研究員 第四室

小長谷 昌未 協力研究員 第四室

高橋 健一郎 協力研究員 第四室

中村 晴菜 協力研究員 第一室

藤巻 明日香 協力研究員 第四室

赤坂 天平 協力研究員 第六室

岡崎 薫 協力研究員 第六室

尾﨑 恵太 協力研究員 第六室

小田 與志郎 協力研究員 第六室

小渕 正次 協力研究員 第六室

高木 雅之 協力研究員 第六室

前田 泰一 協力研究員 第六室

宮地 由美子 協力研究員 第六室

福島 慎二 協力研究員 センター長室

辻 菜々 実習生 第二室

吉富 勇太 実習生 第二室

繁田  大輔 実習生 第五室

酒井 祐希 実習生 第五室

山信 美佐子 実習生 第五室
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腎と透析、2018, 84 増刊 287～289.

40) 大石和徳、有馬雄三、高橋琢理、砂川富正 インフルエ

ンザサーベイランスの現状と課題。臨床と研究、95(11): 

1181-5,2018.

41) 多屋馨子、竹田誠、駒瀬勝啓 麻しんワクチン、MR ワク

チン。ワクチン 基礎から臨床まで、日本ワクチン学会編



感染症疫学センター

36

集、朝倉書店、P124-135、2018 年 10 月

42) 砂川富正 第Ⅰ部総論：感染症法とサーベイランス。ワ

クチン 基礎から臨床まで、日本ワクチン学会編集、朝

倉書店、P31-36、2018 年 10 月

43) 駒瀬勝啓 麻疹 ウイルス検査法 臨床と検査室のため

の手引き。日本臨床ウイルス学会編集、（株）春恒社、

P84-90、2018 年 9 月発行

44) 駒瀬勝啓 麻疹 グローバル時代のウイルス感染症 西

條政幸編。日本医事新報社、P209-214、2019 年 1 月発

行

45) 駒瀬勝啓、小林祐介、砂川富正、大石和徳、關文緒、

染谷健二、中津祐一郎、田原舞乃、酒井宏治、竹田誠

麻疹ウイルスの遺伝子解析による 2016 年における麻疹

排除状態の解析。病原微生物検出情報、39(4), 60-61, 

2018.

Ⅱ．学会発表

１．国際学会

1) Shigematsu M, Ando S, Fujimoto S. The story told by the 

volatile reporting of incidents from three different types of 

laboratory networks. 61st Annual Biological Safety 

Conference. October 12-17, 2018. Charleston, USA.

2) Nishiki S, Arima Y, Yamagishi T, Hamada T, Takahashi T,

Sunagawa T, Matsui T, Oishi K, Ohnishi M. Syphilis 

Outbreak in Women Who Have Sex with Men in Japan: a 

Case-control Study in Tokyo, 2017-2018. ID Week 2018. 

2018. San Francisco, United States.

3) Yamagishi T, Matsui M, Sekizuka T, Ito H, Fukusumi M,

Uehira T, Tsubokura M, Miyamoto A, Nakamori S, Tawa

A, Yoshida H, Kuroda M, Suzuki S, Shibayama K, Matsui

T, Oishi K. A prolonged multispecies outbreak of 

carbapenemase-producing Enterobacteriaceae due to 

transmissible plasmid with carbapenemase gene. ID Week 

2018. 2018. San Francisco, United States.

4) Yuichiro Yahata. Inviting talk: Enterohemorrhagic 

Eschericha coli outbreaks in Japan: Lessons learnt and 

challenges with multi-prefectural outbreaks. 10th VTEC 

(International Symposium on Shiga Toxin (Verocytotoxin) 

Producing Escherichia coli Infections). May 6-9, 2018. 

Flowlence, Italy.

5) Arai S, Son NT, Tu VT, Kadjo B, Lim BK, Masangkay JS, 

Bawm S, Tanaka-Taya K, Morikawa S, Yanagihara R. 

Evolutionary insights from newfound bat-borne 

hantaviruses. The Vietnam Annual National Scientific 

Conference on Infectious Diseases, HIV/AIDS & 8th 

ASEAN Congress of Tropical Medicine and Parasitology 

(8th ACTMP), Vietnam from 26-29 July 2018.

6) Shimbashi R, Chang B, Fukusumi M, Shimada T, Tanabe 

Y, Oshima K, Maruyama T, Watanabe H, Kuronuma K, 

Kasahara K, Takeda H, Nishi J, Fujita J, Kubota T, 

Sunagawa T, Matsui T, Oishi K, and the Adult IPD Study 

Group. Clinical characteristics, antimicrobial 

susceptibility and serotype distribution of invasive 

pneumococcal diseases among adults in Japan: a 

nationwide surveillance. 11TH International Symposium on 

Pneumococci&Pneumococcal Diseases. 2018.4. 

Melbourne, Australia

7) Oishi K, Shimbashi R, Chang B, Kinjo Y, Fukusumi M, 

Shimada T, Tanabe Y, Oshima K, Maruyama T, Watanabe 

H, Kuronuma K, Kasahara K, Oshima K, Maruyama T, 

Watanabe H, Kuronuma K, Kasahara K, Takeda H, Nishi J,

Fujita J, Kubota T, Sunagawa T, Shimada T, Matsui T, 

Ikuse T, Suzuki M, and the Adult IPD Study Group. 

Re-emergence of invasive pneumococcal disease caused 
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features of disease. 11TH International Symposium on 

Pneumococci&Pneumococcal Diseases. 2018.4. 

Melbourne, Australia

8) Oishi K. Epidemiological situation of bacterial diseases in 

Japan: One Health Perspective. United States-Japan 

Cooperative Medical Sciences Program’s 

21st International Conference on Emerging Infectious 

Diseases. Hanoi, Vietnam. Feb 25-March 1, 2019.

9) Oishi K. What we learned from five years enhanced 

surveillance of invasive pneumococcal disease. 21st Acute 

Respiratory Infection （ ARI ） Panel Meeting-Bacterial 

Diseases. 28-1 March 2019. Hanoi, Vietnam.

２．国内学会

1) 福住宗久 東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向

けての感染症のリスク評価～国立感染症研究所感染症

疫学センター/FETPの取り組み～。衛生微生物技術協議

会第 39 回研究会、2018 年 7 月、滋賀県

2) 山岸拓也 梅毒の現状と今後の課題2018。第31回日本

性感染症学会、2018年11月、東京都

3) 山岸拓也、有馬雄三、高橋琢理、加納和彦、上月愛瑠、

藤倉裕之、松井珠乃、砂川富正、大石和徳 若年者で

増加してきている性器クラミジア感染症。第31回日本性
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感染症学会、2018年11月、東京都

4) 山岸拓也 感染対策のプロセス、アウトカム指標 疫学的

視点から。第34回日本環境感染学会総会・学術総会 シ

ンポジウム「感染対策のプロセス、アウトカム指標」、2019

年2月、兵庫県神戸市

5) 竹田誠、關文緒、中津祐一郎、駒瀬勝啓 麻疹ウイルス

ワクチン株特異的real-time PCR法の検討。第22回日本ワ

クチン学会学術集会. 2018年12月、神戸市

6) 砂川富正 感染症発生動向調査における性感染症の概

要と届出改善へ向けた取り組み（HIV を中心に）。日本性

感染症学会と日本エイズ学会の合同シンポジウム、第 32

回日本エイズ学会学術集会・総会、2018 年 12 月、大阪

市

7) 土橋酉紀、頼藤貴志、烏帽子田彰、高橋琢理、八幡裕

一郎、神谷元、砂川富正 職業・産業の視点からみたレ

ジオネラ症の標準化罹患比。第 91 回日本産業衛生学会、

2018 年 5 月、熊本県熊本市

8) 新井智、菊池風花、神谷元、野口雄司、松井佑亮、新橋

玲子、西畑伸二、村木伸幸、井田清惠、川本実奈、立花

一憲、多屋馨子、大石和徳 日本脳炎の集積が確認さ

れた対馬市における血清疫学調査。第22回日本ワクチ

ン学会学術集会、2018年12月8-9日、神戸市

9) 菊池風花、新井 智、大舘智志、土屋公幸、多屋馨子、

本川雅治、城ヶ原 貴通、Nguyen Truong Son、Saw 

Bawm, Kyaw San Lin, Chandika D. Gamage、

Hasmahzaiti Omar、Thida Lay Thwe、森川 茂、Richard 

Yanagihara、大石和徳 ミャンマー及びパキスタンで捕獲

されたジャコウネズミから検出されたトッタンパラヤンウイ

ルスの遺伝的多様性。第161回日本獣医学会学術総会、

2018年9月11-13日、茨城県つくば市

10) 吉良龍太郎、チョンピンフィー、森墾、奥村彰久、鳥巣浩

幸、安元佐和、清水博之、藤本嗣人、花岡希、楠進、高

橋利幸、大石和徳、多屋馨子 エンテロウイルス D68 の

アウトブレイクに関連した急性弛緩性脊髄炎。第 121 回

日本小児科学会、2018 年４月、福岡県福岡市

11) 佐藤弘、多屋馨子、清水博之、後藤明子、青木洋子、中

野剛志、堀田千恵美、長谷川道弥、板持雅恵、伊藤 雅、

岡本玲子、豊嶋千俊、大石和徳 不活化ワクチン導入か

ら現在までのポリオの予防接種状況・抗体保有状況の推

移について（感染症流行予測調査より）。第22回日本ワク

チン学会、2018年12月、兵庫県神戸市

12) 新橋玲子、鈴木基、松井珠乃、砂川富正、多屋馨子、大

石和徳 成人の侵襲性肺炎球菌感染症に対する23価莢

膜ポリサッカライドワクチンの有効性について。第22回

日本ワクチン学会、2018年12月、兵庫県神戸市

13) 多屋馨子 感染症だより～麻疹～。第 645 回日本小児科

学会東京都地方会講話会、2018 年 5 月、東京都新宿区

14) 多屋馨子 教育講演２ 「学内の感染症対策」 学校感染

症対策。第 56 回全国大学保健管理協会関東甲信越地

方部会研究集会、平成 30 年 8 月、東京都港区

15) 多屋馨子 感染症だより～首都圏で風疹急増中～。第

648回日本小児科学会東京都地方会講話会、2018年9

月、東京都新宿区

16) 多屋馨子 『麻疹対策：感染伝播の基本とワクチン効果』

麻疹のアウトブレイクと対応、今急増中の風疹。平成 30

年度 ICD 特別講習会、2018 年 9 月、東京都港区

17) 多屋馨子 シンポジウム 2 急性弛緩性麻痺の新たな動

向.急性弛緩性麻痺（AFP）サーベイランス。第 23 回日本

神経感染症学会 総会・学術大会、東京都江戸川区

18) 多屋馨子 小児期に接種するワクチンの定期接種化によ

る新たな問題点。第 291 回ＩＣＤ講習会、2018 年 11 月、

福岡県福岡市

19) 多屋馨子 新たに全数報告対象となった疾患（百日咳・

急性弛緩性麻痺）のサーベイランスと予防ワクチン。第 50

回日本小児感染症学会総会・学術集会・第 9 回アジア小

児感染症学会学術集会、2018 年 11 月、福岡県福岡市

20) 多屋馨子 風疹とEV68についての緊急提言。第50回日

本小児感染症学会総会・学術集会・第9回アジア小児感

染症学会学術集会、2018年11月、福岡県福岡市

21) 多屋馨子 予防接種で予防可能な疾患に関する最近の

話題。第 18 回北摂感染制御研究会、2018 年 11 月、大

阪府箕面市

22) 多屋馨子 テーマ：「感染対策と育児支援」保育所におけ

る感染症対策～2018 年改訂ガイドラインより～。東京都

小児保健協会第 91 回学術講演会、2018 年 11 月、東京

都文京区

23) 多屋馨子 シンポジウム4 脳炎・脳症・脊髄炎の動向「手

引き」に基づくエンテロウイルスD68の関与が疑われる急

性弛緩性脊髄炎の診断・検査・治療について。第36回日

本神経治療学会学術集会・日本神経感染症学会合同シ

ンポジウム、2018年11月、東京都江東区

24) 多屋馨子 感染症だより～麻疹、風疹、インフルエンザ、

りんご病～。第651回日本小児科学会東京都地方会講

話会、2019年1月、東京都新宿区

25) 多屋馨子 シンポジウム 4 “スペインかぜ”から 101 年：イ

ンフルエンザの歴史・疫学・病態ウイルス学的特徴と予防

接種。第 30 回日本臨床微生物学会総会・学術集会、
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2019 年 2 月、東京都江東区

26) 多屋馨子 麻しん・風しん対策の現状および今後の課題。

第 175 回日本小児科学会埼玉地方会、2019 年 2 月、埼

玉県さいたま市

27) 多屋馨子 医療関係者のためのワクチンガイドライン改

訂版作成コンセンサスミーティング麻疹、風疹、ムンプス、

水痘・帯状疱疹。第34回日本環境感染学会総会・学術

集会、2019年2月、兵庫県神戸市

28) 多屋馨子 2020 年度の風疹排除達成に向けて～今すべ

きこと、今できること～。第 18 回東京ワクチンミーティング、

2019 年 3 月、東京都千代田区

29) 多屋馨子 風疹流行について。第 15 回日本小児医療政

策研究会、2019 年 3 月、東京都港区

30) 森野紗衣子、多屋馨子、佐藤弘、新井智、高橋琢理、砂

川富正、大石和徳 水痘ワクチン定期接種化後の水痘

発生動向。第 22 回日本ワクチン学会、2018 年 12 月、兵

庫県神戸市

31) 森蘭子、新橋玲子、奥野英雄、多屋馨子、渡邊愛可、神

谷元、島田智恵、松井珠乃、平松征洋、大石和徳 2016

年に東京都文京区で発生した百日咳の地域流行につい

て。第121回日本小児科学会学術集会、2018年4月、福

岡県福岡市

32) 藤本嗣人、高橋健一郎、花岡希、田村まり子、鈴木葉子、

杉原茂孝、渡邉日出海 Simultaneous diagnosis of group 

A Streptococcus and Adenovirus of pharyngitis patients 

were useful for judicious antibiotic use．第66回日本ウイ

ルス学会学術集会、2018年10月、京都市

33) Thongprachuma A, Nomura A, Takanashi S, Fujimoto T, 

Okitsu S, Hayakawa S, Ushijima H．Further study of 

detection of enteric viruses in raw sewage in Japan. 第66

回日本ウイルス学会学術集会、2018年10月、京都市

34) 藤本嗣人 アデノウイルスの型と疾患・流行。第 59 回日

本臨床ウイルス学会、2018 年 6 月、大宮市

35) Yoshida K, Fujimoto T, Muramatsu M, Shimizu H．深層

学習を用いた手足口病症例報告数の予測。2018 年 10

月、京都市

36) 川村朋子、花岡希、藤本嗣人、小長谷昌未、内尾英一

新型アデノウイルス(53,54,56型)に対する米国イムノクロ

マトキットの評価。角膜カンファレンス2019、2019年2月、

京都市

37) 大石和徳 ランチョンセミナー：肺炎球菌感染症をめぐる

最近の動向と話題。第 92 回日本感染症学会、2018 年 5

月、岡山市

38) 加納和彦、加藤博史、有馬雄三、安藤美恵、松岡沙織、

吉村和久、俣野哲朗、松井珠乃、砂川富正、大石和徳

検査数と Positivityを考慮した感染症サーベイランスデー

タの解釈：日本の HIV 感染症の動向評価。第 29 回日本

疫学会学術総会、2019 年 1 月、東京都

39) Arima Y, Matsui T, Takahashi T, Yamagishi T,  

Sunagawa T, Oishi K, Ohnishi M. Increase in syphilis 

notifications in Japan: true increase in incidence or 

surveillance artifact. 第 29 回日本疫学会学術総会、

2019 年 1 月、東京都


